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今，全国の各図書館では， 地域や市民に役立つ 情報拠点として

認識されるために，様々な 改革が進められてお ります。  

柏市においては，本館機能の強化を改 革の第一歩として とらえ，

本年度，本館機能強化に関 し，その具体的な方 策を検討するとと

もに，今後の新たなサービ スについて提案を行 ったところです。

今後も本館機能強化に係る 検討を継続的に行っ ていくとともに，

新たな施設整備として，子 ども図書館及び新中 央図書館の整備を

進めてまいります。  

現在の柏市立図書館本館は ，３０年前の昭和５ １年３月にオー

プンし，施設の老朽化が進 んでおります。  

このようななか，市民のみ なさまからの新しい 図書館の建設を

望む声が増えてきているこ とから，様々な市民 の声を反映した新

しい図書館像と方向性につ いて調査・研究を行 い，「新中央図書

館」整備基本構想を策定い たしました。  

柏市の図書館が市民の身近 な存在となるために も，さらなる図

書館事業の改革に取り組み ，着実に推進してい くことが大切だと

考えております。そのこと を通じて柏市全体が 活性化されること

を期待しております。  

この基本構想策定にあたり ，活発に議論を重ね ていただきまし

た有識者懇談会の各委員を はじめ，アンケート 調査，ワークショ

ップ及びパブリックコメン トで貴重なご意見・ ご提言をお寄せい

ただいた市民のみなさまに ，心からお礼を申し 上げます。  

 

平成１９年３月  

 

柏市教育委員会          

教育長   矢  上    直   

 

  

 

 はじめに  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柏市のまちづくりにおける情報拠点として核となること

  

 

 

 

 

 

－キーワード「つなぐ」－  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本構想書の概要  

 

○多種多様な「情報」に触 れやすく，活用しや すくすること  

○市民一人ひとりの自己を 高めること  

○市民一人ひとりの自立的 な判断を行うことを 支えること  

新中央図書館とは  

人と情報をつなぐ・人と人をつなぐ 

～情報拠点の核～  

｢市民｣を 
つなぐ 

｢資源｣を 
つなぐ 

｢分館｣を 
つなぐ 

市民に身近で安らげる情報拠点   

一人 で も 多く の 市 民に 利 用 して も ら う た

めに利便性の向上を図る  

柏市らしい情報拠点        

柏市が現有する人・物・情報資源を 有効活

用し，柏市らしさを創出す る  

新しい図書館網の情報拠点     

１６分館は，柏市の貴重な財産とし て維持

していく 

 － 概 -１ －  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効率的な図書館事業を展開させること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

○幅広い情報，専門的な情 報，多様な活動を提 供すること  

○市民の様々なニーズに応 えること  

○図書館の多様な機能の広 報を図ること  

新中央図書館の施設活動と は  

利用者の声を常に反映させる 

 

積極的 

な広報 

顧客 

満足度 

新たな 

収入源 

・ホームページや広報紙，図書館イベ

ント等を開催 

・施設整備段階の情報に関しても公開  

・ご意見箱を設置 

・アンケートによる意識調査，動線等

の調査 

・ホームページのバナーや玄関マット

等の広告 

・様々な可能性を検討 

 － 概 -２ －  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな情報文化の発展に寄与していくこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

○東葛飾地域のあらゆる情 報をリードすること  

 

○世代や市域を越えて多く の人々が資料・情報 に触れること  

新中央図書館の施設計画と は  

柏市の「きのう」「きょう」「あした」 

と市民をつなぐ 

安全性 

利便性 

自在性 

安全かつ快適に利用できる    

 

市民が使いやすく交流できる   

 

フレキシビ リティ があり市 民が

長く利用できる         

 － 概 -３ －  



 

 

 

公立図書館の設置及び運営 上の望ましい基準に よると，市町村立

図書館の運営の基本は，住 民のために資料や情 報の提供等直接的 な

援助を行う機関として ，住民の需要を 把握するよう努める とともに ，

それに応じ地域の実情に即 した運営に努めるも のとするとありま す。 

現在，柏市立図書館では， 社会情勢の変化や利 用者の多様なニー

ズへの対応等多くの課題を 抱え，新た な取組みが求められ ています 。 

そこで，過去に新中央図書 館の整備に係る検討 についての報告書

を整理した上で新しいビジ ョンを示していきま す。  

 

(1 ) 新しい時代の図書館サ ービスを求めて（平 成元年１１月）  

平成元年１月に図書館の将 来像プロジェクトチ ームを発足し，

柏市第三次総合計画に柏市 立図書館新中央館構 想を位置づけるこ

と，当時の業務内容の問題 点及び今後の図書館 運営のあり方につ

いて提案することを目的と して，本報告書は取 りまとめられまし

た。図書館職員により作成 された本報告書は， 提案だけにとどま

り，新中央館の建設が具体 化することはありま せんでしたが，そ

の後の計画作成にあたって ，大きな役割を果た すこととなりまし

た。 

当時めざした新中央館は， 新中央館にオンライ ン・システムを

導入することにより，国内 外の図書館等をネッ トワーク化し，情

報の集積を図り，情報網の 拠点とする考えでし た。  

なお，現在の本館は市中央 部の地区館と位置づ け，新中央館が

市北部に実現した場合は， 市南部にも現本館と 同規模の地区館を

建設し，また，新中央館が 市南部に実現した場 合は，市北部に地

区館を建設することとして いました。  

新中央館は市域全体の核と なると同時に，これ ら新中央館・地

区館にはそれぞれ市北部， 中央部，南部地区の 核として分館活動

をサポートする機能をもた せることとしていま した。  

これにより，新中央館，地 区館，分館，移動図 書館及び他の機

関との連携という，図書館 網の構築をめざして いました。  

 

１  新中央図書館の検討 背景  

 － １ －  



 

 

(2 ) 柏市のめざす図書館サ ービス２００１計画 （平成２年３月）  

柏市第三次総合計画に新本 館の建設を位置づけ るため，本計画

書が策定されました。本計 画では，柏市の図書 館の現状を明らか

にするとともに２１世紀に 向けた新たな計画と して，分館網の再

編及び分館施設の拡充，地 区館の設置，本館機 能の拡大と質的充

実が提案されました。  

しかし，本計画書では，財 政面における検討を 十分に行わない

まま，蔵書，施設，サービ ス等の充実をめざし たため，その後の

厳しい財政状況のなかでは 実現が困難となりま した。その結果，

柏市第三次総合計画の基本 計画（平成３年～平 成１２年）におい

ては，新中央図書館を建設 すると位置づけられ ていたものの，そ

の後の基本計画改訂（平成 ８年～平成１２年） の際には，新中央

図書館の建設準備を進める とともに，新しい図 書館サービスネッ

トワークについて検討を図 るという表現に修正 されました。  

当時めざした新中央図書館 は，現在の本館の位 置に建て替える

ことは，建設期間中図書館 機能が大きく低下す ることや，必要な

建築規模をみたすには用地 の広さが不十分であ ること等から，新

たに用地を取得して建設す ることとし，本館の 規模は，１３，０

００㎡とする考えでした。  

地区館は原則として，新中 央図書館の位置決定 後，新中央図書

館と近接しすぎないよう配 慮して配置すること としていました。  

なお，現在の本館は地区館 の一つとして再構築 を図り，地区館

の開架冊数１２万冊 ，施設面積２ ，４００㎡を予 定していました 。  

分館は，本館と地区館位置 決定後，それぞれの サービス人口や

立地条件を考慮して施設の 再整備を行うことと していました。  

 

 

 

 

 

 

 

 － ２ －  



 

 

(3 ) 柏中学校整備基本計画 （平成５年１２月）  

本計画書においては，柏中 学校の施設配置にお ける使いづらさ

や老朽化，生徒数の減少傾 向等をふまえ，柏中 学校を適正規模で

再整備するとともに，余剰 地への優先すべき主 要事業の決定を行

うことを目的に検討が行わ れました。  

なお，余剰地の土地利用に ついては，学校敷地 内でもあること

から，教育関連施設を整備 することとし，市民 のニーズの高い新

中央図書館及び生涯学習セ ンターを建設するこ とが提案されまし

た。 

こうして本計画のなかでは ，柏中学校の建て替 えに伴い，図書

館の配置が計画されること となりましたが，財 政面における制約

から体育館の移設は繰延べ となり，体育館の移 設後に建設が予定

されていた図書館について は，継続検討とされ ました。  

当時めざした新中央図書館 は，地域開 放を基本とした用 地２５，

０００㎡の中学校を整備し ，学校を含めた４０ ，０００㎡全体を

生涯学習プラザとして位置 づけ，残余地の１５ ，０００㎡は，新

中央図書館と生涯学習セン ターの複合施設とし て整備する考えで

した。 

 

(4 ) 新中央図書館整備基本 構想（平成１９年３ 月）  

平成１８年５月に学識経験 者や関係団体等から なる新中央図書

館整備基本構想策定有識者 懇談会を設置し ，計６回開催し ました。

会議内容については，新中 央図書館の基本的な 理念や必要とされ

る施設等について方向性を 示すこと。複数の新 中央図書館建設候

補地について抽出し，整理 すること。建設，運 営及び管理に当た

り，ＰＦＩをはじめとする 様々な民間活力を活 かした事業手法に

ついて検討が行われました 。  

また，市民からの意見を聞 くワークショップ， アンケート，パ

ブリックコメントを実施し ました。   

それらをふまえ，新中央図 書館整備基本構想書 が作成されまし

た。 

 

 － ３ －  



 

 

(5 ) 検討背景の年表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 成 元 年 (19 8 9 )３ 月  

「 新 し い 時 代 の 図 書 館 サ ー

ビ ス を 求 め て 」 を 報 告  

平 成 ２ 年 (19 9 0 )３ 月  

「 柏 市 の め ざ す 図 書 館 サ ー

ビ ス ２ ０ ０ １ 計 画 」 を 報 告  

平 成 ３ 年 (19 9 1 )３ 月  

柏 市 第 三 次 総 合 計 画  基 本 計 画  

（ Ｈ ３ ～ Ｈ １ ２ ）  
よ り 高 度 な 図 書 館 サ ー ビ ス を 供 給 す る た め ，

新 中 央 図 書 館 を 建 設 す る と と も に ，分 館 を 整

備 し ， 図 書 館 網 の 充 実 を 図 り ま す 。  
平 成 ５ 年 (19 9 3 )１ ２ 月  

「 柏 中 学 校 整 備 基 本 計 画 」

を 報 告  

平 成 ８ 年 (19 9 6 )３ 月  

柏 市 第 三 次 総 合 計 画  基 本 計 画 ・ 改 訂  
（ Ｈ ８ ～ Ｈ １ ２ ）  

よ り 高 度 な 図 書 館 サ ー ビ ス を 供 給 す る た め ，

新 中 央 図 書 館 の 建 設 準 備 を 進 め る と と も に ，
新 し い 図 書 館 サ ー ビ ス ネ ッ ト ワ ー ク に つ い

て 検 討 を 図 り ま す 。  

平 成 １ ３ 年 (20 0 1 )３ 月  

柏 市 第 四 次 総 合 計 画  前 期 基 本 計 画  

（ Ｈ １ ３ ～ Ｈ １ ７ ）  
今 後 の 情 報 化 時 代 に 対 応 し ，市 民 の 多 様 な 学

習 活 動 に も 役 立 つ 機 能 を 備 え た 新・中 央 図 書

館 整 備 と 地 域 の 身 近 な 図 書 館 で あ る 分 館 の

あ り 方 に つ い て 検 討 し ま す 。  

昭 和 ５ １ 年 (19 7 6 )３ 月  

図 書 館 本 館 ope n  

平 成 １ ７ 年 (20 0 5 )３ 月  

柏 市 ・ 沼 南 町 合 併  

平 成 １ ９ 年 (20 0 7 )３ 月  

「 新 中 央 図 書 館 整 備 基 本
構 想 」 を 報 告  

平 成 １ ６ 年 (20 0 4 )５ 月  

新 市 建 設 計 画  
合 併 後 ，新 市 に お け る 生 涯 学 習 施 設 の 拠 点 と

し て ，図 書 館 機 能 の 計 画 的 な 整 備・充 実 を 推

進 す る 。  

平 成 １ ８ 年 (20 0 6 )３ 月  

柏 市 第 四 次 総 合 計 画  中 期 基 本 計 画  

（ Ｈ １ ８ ～ Ｈ ２ ２ ）  
今 後 の 情 報 化 時 代 に 対 応 し ，市 民 の 多 様 な 学

習 活 動 を 支 援 す る 機 能 を 備 え た 新 中 央 図 書

館 整 備 と 地 域 の 身 近 な 図 書 館 と し て の 分 館

の あ り 方 に つ い て 検 討 し ま す 。  

 

 － ４ －  

平 成 １ ６ 年 (20 0 4 )１ ２ 月  

市 議 会 平 成 １ ６ 年 第 ４ 回 定 例 会 に お い て ，

「 新 中 央 図 書 館 に つ い て（ 誰 も が バ リ ア フ リ
ー で 使 え る ，新 中 央 図 書 館 を 市 民 参 加 で 建 設

し て く だ さ い ） 」 を 採 択  



 

 

 

(1 ) ニーズの多様化  

近年，産業・経済構造の変 化に伴う雇用構造の 変化や余暇時間

の増大等を背景に，職業能 力の開発，キャリア ・アップ，生きが

いを求めての生涯学習に対 する新たなニーズが 高まってきており ，

市民は以前にも増して，生 活や仕事に役立つ情 報を図書館に求め

るようになってきています 。  

利用者の多様なニーズに対 応できるよう，図書 等の情報に対す

る充実と図書館職員の意識 改革を図ることが求 められています。  

 

(2 ) 高度情報化  

社会の高度情報化，電子化 が進むなか，図書館 においてもイン

ターネット等の活用，図書 館資料の電子化・デ ータベース化等の

多様な情報を提供できる取 り組みが必要とされ ています。そのこ

とにより，取り扱う情報量 が飛躍的に増加する 一方，市民の情報

格差問題への対応も必要と されています。  

 

(3 ) 本格的な少子高齢化  

少子高齢化・核家族化が急 速に進展するなか， 公共施設では幼

児から高齢者まで幅広い年 齢層への対応が求め られています。図

書館においても，高齢者に とって利用しやすい 施設，設備，サー

ビスを提供するとともに， 子どもの読書離れに 対し，幼児期から

の読書習慣の形成や，多く の情報の中から子ど もたちが自ら情報

を選別していく能力の養成 について重要な役割 を果たしていくこ

とが期待されています。  

 

 

 

 

 

 

 

２  図書館をめぐる近年 の状況  

 － ５ －  



 

 

(4 ) 地方分権社会の進展  

平成７年に「地方分権法」 が制定され地方分権 が進むなか，中

核市をめざす柏市としては ，個性豊かな自立し たまちづくりを効

率的かつ効果的に推進する ことが期待されるこ とから，図書館サ

ービスの計画や実施にあた っても，地域の実情 をふまえつつ知的

活動の拠点としてのオリジ ナリティある図書館 づくりが求められ

ています。  

柏市には，大学や研究機関 も多く，それらと連 携することによ

り，利用者の多様な資料の ニーズに応じる等， 地域の資源を活か

したより良いサービスの提 供が可能と考えられ ます。  

したがって，今後は，公立図 書館の広域ネット ワーク（国・県 ・

市町村間）を構築するとと もに，市内の大学や 研究機関との連携

により，資料や情報の相互 利用等の協力活動を 積極的に行い，市

民への多様な情報の提供を 実現していくことが 求められています 。 

 

(5 ) ライフスタイルの変化  

市民の価値観やライフスタ イルの多様化に伴い ，余暇や自由時

間が増大するなか，図書館 の利用形態も多様化 しつつあり，だれ

もが，いつでも，快適に利 用できる図書館，図 書を検索し閲覧す

るだけでなく様々な知的活 動のために時間を過 ごすことができる

図書館，地域社会に情報を 発信する図書館が求 められています。  

 

(6 ) 図書館に関する国の動 向  

ア  ２００５年の図書館像 ～地域電子図書館の 実現に向けて～

（平成１２年１２月）  

平成１２年１１月，国の生 涯学習審議会より「 新しい情報通

信技術を活用した生涯学習 推進方策について」 がとりまとめら

れました。そのなかで，公 立図書館の課題につ いて言及し，こ

れからの図書館は，市民の 生涯学習に応える中 心的な施設であ

り，また，地域の情報拠点 としての役割を果た していくために

新しいサービスの創造が求 められると提起して います。  

 

 － ６ －  



 

 

これを受けて，地域電子図 書館構想検討協力者 会議より同年

１２月「２００５年の図書 館像～地域電子図書 館の実現に向け

て～」が取りまとめられま した。この報告書で は，将来におけ

る地域電子図書館化による ，新しい図書館環境 の形成をめざし

て，各地域の各公立図書館 自身が優先的に取り 組むべき課題等

について，その考え方を示 したものです。さら に，地域電子図

書館の実現やその機能の充 実を進めていく上で ，図書館関係者

全体が，自ら検討し対応す べき事柄に関する指 針が示されまし

た。 

 

イ  公立図書館の設置及び 運営上の望ましい基 準（平成１３年７

月） 

社会の様々な変化に伴って ，高度化し多様化す る住民の学習

要求に適切に対応するため ，生涯学習の振興や 地方分権の推進

等が進められるなか，平成 １０年９月の生涯学 習審議会答申に

おいて，図書館法第１８条 の「公立図書館の設 置及び運営上望

ましい基準」を検討するこ とが必要とされまし た。  

これを受けて，平成１３年 ７月に文部科学省が 「公立図書館

の設置及び運営上の望まし い基準」を告示しま した。都道府県

立図書館及び市町村立図書 館における，運営の 方針や資料の収

集・提供，レファレンスサ ービス等の充実，多 様な学習機会の

提供，ボランティアの参加 促進，職員の配置， 図書館協議会の

設置等に対する望ましい基 準を示しており，こ の基準は，公立

図書館の健全な発達のため に，図書館界では長 年待ち望んだも

のでした。  

 

ウ  子どもの読書活動の推 進に関する法律（平 成１３年１２月）  

情報メディアの普及・発展 や生活環境の変化等 により，子ど

もの活字離れが懸念される ようになってきてい ます。そのよう

ななかで，読書の持つ意義 を再認識する動きが 高まり，平成１

３年１２月に「子どもの読 書活動の推進に関す る法律」が制定

されました。  

 － ７ －  



 

 

この法の基本理念として， 「子どもの読書活動 は，子どもが

言葉を学び，感性を磨き， 表現力を高め，想像 力 を 豊 か に し ，

人生をより深く生きる力を 身につけていく上で ，欠くことので

きないものである」として ，「全ての子どもが あらゆる場所に

おいて自主的に読書活動を 行うことができるよ う，積極的にそ

の推進を図らなくてはなら ない」と規定されま した。  

 

エ  これからの図書館像～ 地域を支える情報拠 点をめざして～

（平成１８年３月）  

「公立図書館の設置及び運 営上の望ましい基準 」施行後の社

会や制度の変化，新たな課 題等に対応し，地域 や住民に役立つ

図書館となるために，必要 となる新たな視点や 方策等について

提言を取りまとめた「これ からの図書館像～地 域を支える情報

拠点をめざして～」が，こ れからの図書館の在 り方検討協力者

会議（文部科学省）により 報告されました。そ こでは，これか

らの図書館は，調査研究の 支援やレファレンス サービス，時事

情報の提供等を充実するこ とによって，地域や 住民に役立つ図

書館となり，地域の発展に 欠かせない施設とし て存在意義を明

確にすることが必要である としています。  

 

(7 ) 世界的な図書館ネット ワーク  

米国オハイオ州に本部を置 くＯＣＬＣは，世界 最大の図書館相

互協力ネットワークです。  

目録，情報検索等，図書館 が必要とするサービ スを提供してお

り，２００６年８月現在， １１０以上の国及び 地域の５７，００

０館以上の図書館が利用し ています。図書館の相互協力に よって，

成り立っており，情報資源 の共有，業務の省力 化，経費削減等に

貢献しています。  

 

 

 

 

 － ８ －  



 

 

 

(1 ) 現状の柏市図書館網  

柏市立図書館の前身である 町立図書館は，昭和 ２９年に設立さ

れました。その後，昭和４ ８年度に全市図書館 網計画の策定を行

い，昭和４９年１０月に豊 四季台分館，昭和５ １年３月に図書館

本館が開館しました。その 後，昭和５４年から 昭和６２年にかけ

て，１３の分館を設置し， 当初の図書館網が完 成しました。平成

１７年３月に柏市と沼南町 が合併し，新たに２つの分館が 加わり，

本館と１６の分館で市内全 域をほぼ覆う柏市の 図書館網が確立さ

れました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 書 館 本 館  

田 中 分 館  

南 部 分 館  

西 原 分 館  

布 施 分 館  

増 尾 分 館  

光 ケ 丘 分 館  

新 富 分 館  

高 田 分 館  

新 田 原 分 館  

松 葉 分 館  

藤 心 分 館  

沼 南 分 館  

高 柳 分 館  

永 楽 台 分 館  

根 戸 分 館  

豊 四 季 台 分 館  

３  柏市立図書館の現状 と課題  

 － ９ －  

【本館・分館の配置図】 



 

 

(2 ) 柏市図書館網の変遷  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の公立 図書館 の成長期 と重な

り，７６年に本館がオープン 。「利

用者の資料 要求に 応える」 図書館

の基本的な 役割を 貸出中心 に展開

していった。  

 

当時として は先駆 的であっ た，コ

ンピュータ システ ムが８０ 年に導

入され，図 書館業 務の効率 化が進

んだ。近隣 センタ ー内の分 館設置

が広がり， 市民の 殆どが身 近なと

ころで図書 館サー ビスを受 けられ

るようになった。  

１．   ‘７０年代  

２．   ‘８０年代  

 

成熟した利 用者か ら，より 質の高

いサービス を求め る声が高 まり，

図書館側も 新しい サービス 計画を

作成するが ，新中 央図書館 は実現

しなかった 。県内 図書館ネ ットワ

ーク等，相 互貸借 サービス を支え

る体制が広 がり， 本館の時 間延長

等のサービス改善も行われ た。  

３．   ‘９０年代  

 

２０００年 代に入 り年々貸 出が増

加。利用者 用図書 検索・イ ンター

ネット蔵書 検索の 各システ ム，ブ

ッ ク ス タ ー ト が 始 ま っ た 。 Ｉ Ｔ

化・少子高 齢化等 の急速な 変化に

より，利用 者の要 求はます ます多

様化・高度 化し， 新しいサ ービス

の展開が求められている。  

４．   ‘２０００年代  

新 中 央 図 書 館

へ向けて  

昭 和 ４ ９ 年 (19 7 4 )  

豊 四季台分館 open 

昭 和 ５ １ 年 (19 7 6 )  

図 書館本館 open 

昭 和 ５ ３ 年 (19 7 8 )  

沼 南分館 open 

昭 和 ５ ４ 年 (19 7 9 )  

田 中・南部・西原分館 open 

昭 和 ５ ５ 年 (19 8 0 )  

永 楽台・布施分館 open 

昭 和 ５ ７ 年 (19 8 2 )  

増 尾・光ケ丘・新富分館 open 

昭 和 ５ ８ 年 (19 8 3 )  

高 田・根戸分館 open 

昭 和 ５ ９ 年 (19 8 4 )  

新 田原分館 open 

昭 和 ６ ２ 年 (19 8 7 )  

松 葉・藤心分館 open 

平 成 １ ７ 年 (20 0 5 )  

柏 市・沼南町合併  

平 成 １ ４ 年 (20 0 2 )  

ブ ックスタート事業開始  

 － １ ０ －  



 

 

(3 ) 現状の柏市図書館網の 概要  

ア  図書館本館  

図書館サービス網全体にお ける中心的機能を担 っています。  

・サービス拠点の中心に位 置し，分館のトータ ルサポートを

行っています。  

・調査・研究に対する専門 的な資料を収集して います。  

・各担当ごとに司書の専門 職員を配置していま す。  

・障害のある人へのサービ スの取りまとめと支 援を行ってい

ます。 

・資料の保存を集中して行 っています。  

イ  各分館  

第一線のサービスポイント としての機能を担っ ています。  

・市民に最も近いサービス ポイントとして，１ ６館設置して

います。 

・身近な資料を中心に収集 しています。  

・地域の学校・保育園・幼 稚園への支援を行っ ています。  

・司書の専門職員を配置し ています。  

 

館  名 面積（㎡）  蔵書収容能力（冊）  

図 書 館 本 館 ２，００５   １５０，０００   

田 中 分 館 １７２   ３０，０００   

南 部 分 館 １９１   ３０，０００   

西 原 分 館 １０５   ２５，０００   

永 楽 台 分 館 １３２   ３０，０００   

布 施 分 館 １９６   ３０，０００   

増 尾 分 館 １６８   ３０，０００   

光 ケ 丘 分 館 １８７   ３０，０００   

新 富 分 館 １６５   ３０，０００   

高 田 分 館 １３７   ３０，０００   

新 田 原 分 館 １１０   ２５，０００   

松 葉 分 館 ２０５   ３０，０００   

藤 心 分 館 １４７   ３０，０００   

根 戸 分 館 １１８   ２５，０００   

豊 四 季 台 分 館 １９８   ３０，０００   

沼 南 分 館 ３８０   ４３，０００   

高 柳 分 館 １２７   ２０，０００   

 － １ １ －  



 

 

(4 ) 柏市図書館網の特徴  

柏市全体における貸出件数 に占める分館の割合 を見ると８割以

上の人が分館を利用してい ます。地域に根づい た身近な分館は柏

市の財産と言えます 。平成１７年度の 貸出冊数合計は２ ，１９３，

５５８冊，登録者合計は９ ０，５８３人。  

館  名 

(推 定利用地域市民数 ) 

児童書 (冊 ) 

一般書 (冊 ) 

合計 (冊) 

館別比率 

利用者登録  

（人） 

図 書 館 本 館 
11 3, 09 3 

22 5, 55 8 

33 8, 65 1 

15 .4 % 
27 ,4 48 

田 中 分 館 

（ 16 ,1 00）  

20 ,6 51 

48 ,6 14 

69 ,2 65 

3. 2% 
2, 55 0 

南 部 分 館 

（ 24 ,6 00）  

43 ,8 56 

71 ,9 20 

11 5, 77 6 

5. 3% 
4, 75 2 

西 原 分 館 

（ 26 ,0 00）  

32 ,7 70 

68 ,8 32 

10 1, 60 2 

4. 6% 
3, 39 7 

永 楽 台 分 館 

（ 25 ,4 00）  

52 ,1 86 

71 ,8 05 

12 3, 99 1 

5. 7% 
4, 41 4 

布 施 分 館 

（ 8, 50 0） 

24 ,9 58 

55 ,6 09 

80 ,5 67 

3. 7% 
2, 39 2 

増 尾 分 館 

（ 24 ,4 00）  

42 ,3 36 

77 ,9 30 

12 0, 26 6 

5. 5% 
4, 21 5 

光 ケ 丘 分 館 

（ 32 ,2 00）  

63 ,3 79 

11 2, 80 3 

17 6, 18 2 

8. 0% 
6, 28 0 

新 富 分 館 

（ 16 ,6 00）  

41 ,1 66 

78 ,9 60 

12 0, 12 6 

5. 5% 
4, 06 4 

高 田 分 館 

（ 12 ,7 00）  

33 ,6 87 

55 ,1 50 

88 ,8 37 

4. 1% 
3, 06 4 

新 田 原 分 館 

（ 17 ,5 00）  

30 ,7 54 

54 ,2 70 

85 ,0 24 

3. 9% 
2, 31 0 

松 葉 分 館 

（ 28 ,8 00）  

69 ,3 61 

14 5, 04 2 

21 4, 40 3 

9. 8% 
7, 92 0 

藤 心 分 館 

（ 15 ,3 00）  

27 ,4 37 

64 ,5 32 

91 ,9 69 

4. 2% 
3, 54 4 

根 戸 分 館 

（ 13 ,7 00）  

31 ,9 48 

52 ,4 76 

84 ,4 24 

3. 9% 
3, 09 0 

豊 四 季 台 分 館 

（ 19 ,5 00）  

54 ,1 45 

12 8, 89 7 

18 3, 04 2 

8. 3% 
5, 48 9 

沼 南 分 館 

（ 26 ,8 00）  

30 ,8 81 

90 ,3 44 

12 1, 22 5 

5. 5% 
3, 83 7 

高 柳 分 館 

（ 20 ,7 00）  

28 ,0 33 

46 ,7 25 

74 ,7 58 

3. 4% 
1, 81 7 

 － １ ２ －  



 

 

(5 ) 分館の特徴  

８割以上の人が分館を利用 している状況を見て も，分館は，市

民への図書館サービスの提 供にあたって，非常 に重要な役割を担

っていると言えます。  

ア  田中分館  

ＴＸ柏の葉キャンパス駅と 柏たなか駅の中間に 位置していま

す。今後，当該地区の人口 増加に伴い利用の増 加が見込まれま

す。 

イ  南部分館  

分館網整備の先駆けとして 近隣センターに併設 して設置し，

公園に近接しています。児 童書の貸出が多いで す。  

ウ  西原分館  

市境に近いことから，市民 以外の利用も多いで す。他分館と

比して小規模ですが貸出冊 数は多いです。  

エ  永楽台分館  

児童センターが併設されて おり，近隣に小学校 や公園もある

ため，児童書の貸出冊数が 全分館で最も多いで す。  

オ  布施分館  

推定利用地域市民数に比し て貸出冊数は多いで す。分館の中

で４番目の面積を有し，落 ち着ける読書環境を 提供しています 。 

カ  増尾分館  

海上自衛隊下総教育航空群 （下総航空基地）に 近いことから

防音対策が施され，静かな 読書環境を提供して います。  

キ  光ケ丘分館  

団地内に位置するとともに ，大学，児童センタ ー，商店街等

に隣接しています。推定利 用地域市民数は全分 館で最も多いで

す。 

ク  新富分館  

市境に近いことから，市民 以外の利用も多いで す。推定利用

地域市民数に比して貸出冊 数は多いです。小学 校に隣接し，児

童の利用が多いです。  

 

 － １ ３ －  



 

 

ケ  高田分館  

高田緑地や大堀川遊歩道に 近接しています。推 定利用地域市

民数に比して貸出冊数は多 いです。  

コ  新田原分館  

住宅地に位置し，生活の中 の身近な図書館とし て高齢者の利

用が多く見受けられます。 分館の中で２番目に 面積が小さいで

す。 

サ  松葉分館  

住宅地に位置するとともに ，スーパー等に隣接 しています。

登録者数，貸出冊数ともに ，分館の中で最も多 いです。  

シ  藤心分館  

閑静な住宅地に位置します 。一般書の貸出率が 分館の平均値

より高く，高齢者の利用が 多く見られます。  

ス  根戸分館  

学童保育施設が併設されて いることから，児童 書の貸出率は

全分館の中で比較的多いで す。  

セ  豊四季台分館  

銀行の支店を改修し，分館 第一号として設置。 団地の中心部

に位置し，貸出冊数は松葉 分館に次いで２番目 に多いです。  

ソ  沼南分館  

公民館図書室を合併時に分 館として設置。面積 ，蔵書とも分

館の中で最大です。柏市の 図書館網の中で唯一 ，ビデオとＤＶ

Ｄを備え，貸出を行ってい ます。  

タ  高柳分館  

旧沼南町のコミュニティセ ンター図書室を合併 時に分館とし

て設置。面積，蔵書とも小 規模ですが，児童セ ンターに隣接し

ているため，児童の利用は 多いです。  

 

 

 

 

 

 － １ ４ －  



 

 

(6 ) 柏市立図書館における 課題  

ア  施設が古く，狭い  

現在の本館は，施設規模は 決して大きいとは言 えず，建設後

３０年以上が経過していま す。また，蔵書数の 増加に伴い，書

架スペース，保存庫，通路 等一杯の状態となっ ています。その

ため，新しいサービスの展 開はもとより，障害 者サービス用の

スペース，ボランティア活 動用のスペースの確 保が困難となっ

ています。  

イ  ＩＴ化が遅れている  

図書館に設置されているＯ ＰＡＣは図書を検索 するだけのシ

ステムとなっており，そこ からの予約や図書に 関連した様々な

情報を付加し，発信・提供できるシス テムとはなっていま せん。

また，図書館のホームペー ジは，図書館の利用 案内，行事予定

等が主となっており，図書 館からの情報発信ツ ールとして活用

されていません。  

ウ  開館時間が短い  

本館の開館時間は，基本的 に午前９時３０分か ら午後５時ま

でとなっており，月曜日， 祝日，年末年始等が 休館日となって

います。そのため，夜間や 祝日に利用できず， 都内に通勤して

いる社会人等にとっては， 利用しづらい状況 と な っ て い ま す 。 

エ  ボランティアの運営参 加ができない  

図書館が主催するイベント や様々な機関との連 携によるイベ

ントは，ほとんど行われて いない状況です。  

市民の学習意欲に応え得る 様々な知的創造活動 のための機能

が図書館に求められている 現在，十分に対応し きれていない状

況にあります。  

オ  その他の課題（ＡＲＡ ）  

上記の他に，子どもの本と 指導がない等の児童 サービスの不

足，レファレンス機能が充 実していない，読書 が困難な人のた

めの配慮がなされていない 等，図書館の重要な 役割を十分に果

たしていない状況にありま す。  

 － １ ５ －  



 

 

(7 ) 市民アンケートにみる 課題  

平成１８年６月に実施した 図書館の利用者及び 街頭アンケート

結果からうかがえる現図書 館の利便性に関する 課題については，

一番に開館時間の延長があ げられます。アンケ ート回答者の４割

を越える数字となっていま す。放課後や勤務時 間後等に利用した

いとする市民が多い結果と なっています。  

次に，インターネットや携 帯電話による検索・ 予約貸出があげ

られます。ＩＴ化が遅れて いる図書館を市民は 不便に感じている

結果となっています。  

現在の柏市図書館網は，日 常的に設備面，サー ビス面に不便を

感じている市民が多く，利 便性の向上こそ，新 中央図書館を考え

ていく上で，最優先に取り 組むべき課題です。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 回答者総数 
街頭アンケート ：  ３４８人  
利用者アンケート：１，０２１人  

17.2％

6.6％

17.5％

16.7％

25.3％

5.7％

15.8％

40.8％

9.3％

8.1％

7.6％

23.3％

33.0％

6.8％

18.0％

42.3 ％

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

開館時間の延長

開館日の増加

メールによるレファレンス

インターネットや携帯電話による
検索・予約貸出

貸出期間の延長

貸出・返却窓口の増加

貸出冊数の増加

その他

街頭

利用者

 － １ ６ －  



 

 

 

(1 ) 新中央図書館の基本方 針   

今日，生活水準の向上や自 由時間の増大，少子 高齢化の進展等

の社会の変化に伴い，人々 の価値観は大きく変 化しており，学習

意欲はさらに高まっていま す。雇用形態や雇用 制度の多様化によ

り，転職やキャリア・アッ プに向けての学習の 必要性が強まって

きています。  

さらに，様々な制度の変化 や技術の進歩，情報 の高度化が進展

してきており，自己判断や 自己責任を求める風 潮が強くなってい

ます。 

つまり，これからの図書館 に求められているも のは，いわゆる

「図書」という資料にとど まらない多種多様な 「情報」にふれや

すく，活用しやすい環境を 作り出し，市民一人 ひとりが自己を高

めることや，自立的な判断 を行うことを支えて いくことです。  

そこで，新中央図書館は， 多様な情報を提供し て，市民の知的

欲求に応えていく情報拠点 であるという認識に たち，新しい図書

館像を構築していく必要が あります。  

市民のより良い生活，地域 社会を築くための基 盤と考え，様々

な交流による活性化と柏市 らしい地域づくりを 実現していきます 。 

それは，柏のまちづくりに おける情報拠点とし て新中央図書館

が核となることです。  

 

 

 

情報拠点として，市民によ り身近に感じてもら うために「つな

ぐ」をキーワードとした多 面的な展開を図りま す。  

 

 
 

 

 

｢市民｣を 
つなぐ 

 

身近で安らげる 

４  新中央図書館の基本 的な考え方  

人と情報をつなぐ・人と人をつなぐ 

～情報拠点の核～  

 － １ ７ －  

｢資源｣を 
つなぐ 

 

柏市らしさ 

｢分館｣を 
つなぐ 

 

新しい図書館網 



 

 

(2 ) 新中央図書館の展開  

ア                  

 

 

 

 

 

 

 

市民に身近で安らげる新中 央図書館を情報拠点 の基本コンセ

プトとすることによって， 今までの課題であっ た設備面，サー

ビス面における利便性の向 上を最優先に考え， 一人でも多くの

市民に図書館を利用しても らうように整備しま す。  

柏市には，市民ボランティ ア団体が数多く存在 し，ボランテ

ィア活 動が大 変盛 んな地 域で す。市 民ア ンケー トに おいて も，

「ボランティアに興味があ る」という回答が多 く得られていま

す。 

   意欲的な市民には， 準備段階から参加し てもらい，市民と 行

政が一緒になって新中央図 書館の整備を進めて いくことは，市

民にとって，愛着のもてる ，より使いやすい図 書館になるもの

と考えます。  

現在，柏市ではブックスタート 事業をボランティア の協力を

得て行っていま すが，それ 以外におい ても，本の 整理や修理 ，

読み聞かせ，高齢者 ，外国人等のため のサービス，利用者のた

めの案内・相談，検索支援等，ボ ランティアの協力 を得て実施

できる業務は多岐にわたり ます。市民が積極的に図 書館運営に

参加できるしくみをつくる こと，ボラン ティア等の育成が ，図

書館及び図書館職員の成長 には欠かせないもの です。  

 

 

 

 

一人 でも多くの市民に利用してもらうために利便性の

向上をはかります 

 － １ ８ －  

｢市民｣を 
つなぐ 

新中央図書館と市民を「つ なぐ」  

－市民に身近で安らげる情 報拠点－  



 

 

市民に身近で安らげる３つ の視点は，以下のと おりです。  

 

(ｱ ) いつでも安全でかつ快 適で安心して利用し 続けることがで

きる新中央図書館のために ，  

 

 

 

 

・利用者が求めている資料 を的確に探し出し， あるいは短時

間で調査の回答を得られる ように，レファレン スサービス

の充実を図ります。  

・一般書，専門書，地域情 報，郷土資料の他に ，社会の変化

に適切に対応し，就職，転 職，職業能力開発， 日常の仕事

等のための資料・情報を収 集・保存し，利用者 が有効活用

できるように，分類，排架 ，展示等の工夫を行 います。  

 

 

(ｲ ) どこでも充実した情報 を引き出すことがで きる多様な魅力

と活動のあふれる新中央図 書館のために，  

 

 

 

 

 

・インターネットを利用し た予約から電子メー ルでのレファ

レンス質問の受付までデジ タルツールを利用し たサービス

を展開します。  

・様々な電子情報 やレファレンス回答 等をデータベース化 し，

市民が広く活用できるよう 配慮します。  

 

 

 

あらゆる市民の探求心を育み，課題解決，自分発見，地

域発見ができるきっかけづくりを行います。 

 

本の魅力，まちの魅力について，様々な分野から資料収

集や調査研究を重ね，新鮮でわかりやすい情報発信を行

います。 

 － １ ９ －  



 

 

 (ｳ ) だれでも図書館活動 に参加でき，世代を 超えてふれあい，

互いに支えあう新中央図書 館のために，  

 

 

 

 

・デジタルツールによる市 民同士の情報交流機 能を組み込み

ます。 

・日常的に生涯学習が実現 できるよう，市民の 発表の場を設

けたり，そこから生まれる 活動を育みます。  

・友の会等の市民ボランテ ィア組織をつくりま す。  

 

イ                   

 

 

 

 

 

 

 

新中央図書館が市民の知的 欲求を満たし，生涯 学習の拠点と

なるためには，豊富な資料 ・情報の提供が必要 となります。  

しかし，新中央図書館が独 自で多くの資料や情 報を提供して

いくことは経済的にもスペ ース的にも不可能で す。  

そこで，柏市が現有する情 報資源を最大限に有 効活用し，自

館で提供することができな い資料や情報，サー ビスについては ，

他の機関や施設と連携・協 力をすることによっ て，市民への充

実した資料・情報提供を実 現していくとともに ，柏市ならでは

の図書館の価値を付加して いきます。  

また，柏市の行政部局への 資料・情報面でのバ ックアップを

行うことで，行政サービス の質の向上に貢献し ，市民にとって

暮らしやすいまちとなるよ うにします。  

常に成長する図書館網を実現させ，市民と行政の双方

向の対話を重視し，市民の参画を促進します。 

 

柏市が現有する人・物・情報資源を有効活用し，柏市ら

しさを創出します 

 － ２ ０ －  

｢資源｣を 
つなぐ 

新中央図書館と柏市の資源 を「つなぐ」  

－柏市らしい情報拠点－  



 

 

(ｱ ) 人的資源の活用とは，  

・ビジネスに関する図書やパンフレットの収集，展示等を行い，

市民の要望に応えられるよ うにします。  

・市民等の協力のもと，高 齢者・障害者・外国 人・児童等あら

ゆる人に対する図書館サー ビスのバリアフリー を進めます。  

・教育現場との人的交流に より専門的な分野の 協力体制を確立

します。 

 

(ｲ ) 物的資源の活用とは，  

・大学図書館や学校図書館 等でも貸出・返却が できるようにし

ます。 

・ コンビニエンスストアでも貸出・返却ができるようにします。 

 

(ｳ ) 情報資源の活用とは，  

・近隣の公立図書館や大学 図書館と蔵書を共有 します。  

・地域情報，ボランティア 等の活動情報を集 約 し 提 供 し ま す 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 － ２ １ －  



 

 

【新中央図書館の情報ネ ットワーク】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館  

展示 

宅 配 

シ ス テ ム 

ユニバーサル 

デ ザ イ ン 
バ リ ア フ リ ー  

資 料 提 供 

福祉  

展 示 

セ ミ ナ ー 

資 料 提 供 

ビ ジ ネ ス 

相 談 

関 連 機 関 

へ の 紹 介 

ビジネス 

職場体験 

学 習 会 

相 互 貸 借 

調 べ 学 習 

大 学 図 書 館  

学 校 図 書 館  

大学・学校  

相互貸借 

横 断 検 索

シ ス テ ム 

デ ジ タ ル レ

フ ァ レ ン ス  

ブックポスト 

共 有 化 

貸 出 カ ー ド

共 有 化 

公立図書館 

行政資料 

の 組 織 化 

連 携 支 援 

情 報 支 援 企 画 支 援 

人 材 支 援 

行政機関 

ブック 

ス タ ー ト 

イ ベ ン ト の

企 画 ・ 運 営  

図 書 館 運 営  

会 報 

友 の 会 

ボランティア 

 － ２ ２ －  



 

 

【具体的な連携先と内容 】  

   

  【公立図書館との連携 】  

県立図書館や国立国会図書 館，近隣の図書館等 との連携で市

民がストレス無く，多様な 資料を利用できるよ うに，図書館と

してのサービス基盤の強化 を図ります。  

 

  【大学図書館・学校図 書館との連携】  

教育現場でいつでも本を活 用できるように，全 面的にバック

アップします。また，大学 との相互貸借や人的 交流により専門

的な分野の協力体制を確立 し，図書館網として の充実を図りま

す。 

 

  【福祉団体との連携】  

医療・介護等に関する資料・情報や健康増進等に 関する資料・

情報を提供します。また， 福祉団体と連携を図 り，高齢者施設

や入院患者等に対するサー ビスを実施します。  

 

【ビジネス関連機関との連 携】  

ビジネスに係る多様な市民 ニーズに対して，そ の要望に応え

られるような資料収集及び 環境整備を行います 。ビジネス支援

を単独で行うのではなく， 柏市の産学官連携の 枠組みを有効に

活用していきます。  

 

【行政機関との連携】  

行政事務や政策立案に必要 な資料を積極的に収 集し，レファ

レンス 質問に 回答 し，求 めら れた資 料を 提供す るこ とによ り，

柏市の行政サービスを情報 面で支援していきま す。  

 

  【ボランティアとの連 携】  

常に新鮮な図書館サービス を市民に展開するた め，市民参加

の機会を積極的に取り入れ ，地域に根づいたき め細やかなサー

ビスを実施します。

 － ２ ３ －  



 

 

ウ   

 

 

 

 

 

 

 

利用層や地域特性にあった 図書館サービスを提 供していくた

めには，新中央図書館と１ ６の分館を合わせた ，柏市全体とし

ての望ましい機能と役割分 担を検討していく 必 要 が あ り ま す 。 

１６の分館は，柏市の図書 館事業の特徴であり ，貴重な財産

として維持していきます。 新中央図書館がさら に具体化してい

くなかで，分館のあり方に ついて検証を行い， 柏市の図書館網

の充実を図っていきます。  

(ｱ ) 新中央図書館  

柏市の図書館網の頭脳とし ての機能を担い，分 館をバック

アップします。  

・市民の課題解決について 支援する拠点としま す。  

・各関係機関との連携で， 多様な情報資料の提 供拠点とし

ます。 

・各イベント等の事業の企 画・立案拠点としま す。  

・ボランティアの育成拠点 とします。  

(ｲ ) 分館 

地域における図書館サービ ス提供の最前線基地 としての機

能を担います。  

・市民の課題を把握します 。  

・関係機関との連絡を密に し，地域ニーズに合 った資料を

提供します。  

・各イベント等の事業を実 施します。  

・ボランティアの活動拠点 とします。  

・子ども図書館（平成２０ 年度開館予定）と連 携します。  

１６の分館は，柏市の貴重な財産として維持していきま

す 

｢分館｣を 
つなぐ 

新中央図書館と分館を「つ なぐ」  

－新しい図書館網の情報拠 点－  

 － ２ ４ －  



 

 

(3 ) 新中央図書館の機能  

ア  利用者別機能の整理   

柏市には，生活圏域の中で 身近に利用できる１ ６の分館があ

り，図書館サービスが気軽 に受けられる環境 と な っ て い ま す 。 

また，柏市には日常的に，通 勤・通学，文化・ス ポーツ活動，

観光・レクリエーション， 買い物，環境活動， ビジネス，研究

等，様々な目的をもって， 市外から訪れ活動す る数多くの人々

がいます。そうしたあらゆ る人々に図書館サー ビスを展開しま

す。 

 

－具体的な利用層－  

 

(ｱ ) 児童層（おおむね小学 生以下を想定）  

未来を担う子どもたちの豊 かな感性や想像力を 育みます。  

(ｲ ) 青少年層（おおむね中 学生以上を想定）  

調べ学習等で積極的に利用 できるよう，活字に 関心を持た

せます。 

(ｳ ) 社会人層  

自己学習や調査・研究に加 え，交流を通じて， 豊かな暮ら

しにつなげます。  

大活字本，点字資料，録音 資料等きめ細やかな 図書館サー

ビスを図り，また行きたい と思うような環境に つなげます。  

活動の成果発表や様々なイ ベントへの企画立案 段階からの

参加や地域情報，郷土情報 を語ってくれる「か たりべ」とし

て，様々な図書館で開催す る活動への参加につ なげます。  

親子がふれあい，語り合い ，きずなをより一層 深めること

ができるように，地域みん なが安心して「時間 を共有するこ

とができる」しくみづくり をめざします。  

(ｴ ) 外国人層  

外国人等に対するサービス に力を入れます。  

 － ２ ５ －  



 

 

イ  目的別機能の整理   

新中央図書館は，人的資源 の活用によるレファ レンス機能の

充実，物的資源の活用によ る利便性の充実，情 報資源の活用に

よる提供資料の充実を図り ，下記の４つのポイ ン ト を 核 に し ，

サービスを展開します。  

 

(ｱ ) 生活支援・地域情報  

市民の生活に密着した，新 鮮な情報を手にでき る機能  

・郷土資料，地域資料，行 政資料の情報を発信 します。  

・ 健康・医療・福祉・子育て等の身近な情報を提供します。 

・他の施設との連携・協力 関係を強化し資料の 充実を図り

ます。 

(ｲ ) 情報化  

だれもがすばやく課題解決 のきっかけをつかめ る機能  

・インターネットや携帯電話による検索・予約ができます。 

・ホームページを利用した 多用な情報発信をし ます。  

・図書館活動のＰＲのため の館内ＩＴ化をしま す。  

・専門職員による高度なレファレンスサービスを行います。 

(ｳ ) 学習・体験・遊び  

本や情報を通じ，気づき・ 学び・考え・行動で きる機能  

・展示・イベント等の行事 を開催します。  

・グループでの読書や談話 の場を設定します。  

・サークル活動ができる場 を設定します。  

(ｴ ) 交流 

ふれあいの中で，豊かな双 方向の対話が生まれ る機能  

・新たな発見・出会いを創 出する成果発表の場 を設定しま

す。 

・世代を超えた人々のふれ あいの場を設定しま す。  

・運営等にも市民が積極的 に参加できるように ワークショ

ップやまつりを開催します 。  

 

 － ２ ６ －  



 

 

 

(1 ) 施設活動の基本方針   

新中央図書館を利用するあ らゆる市民は，様々 なニーズがあり

ます。それらに対し，幅広 い情報，専門的な情 報，多様な活動を

提供し，応えることが図書 館の使命です。  

また，より多くの市民に利 用していただくため に，図書館の多

様な機能の広報を図ること は重要です。  

そこで，利用者の視点に立 った施設活動方針， サービス内容を

策定することが必要になっ てきます。来館者数 の把握，顧客満足

度の調査等を行い，利用者 の声を常に施設活動 に反映させること

で，効率的な図書館事業を 展開していきます。  

 

 

 

現在，柏市における財政状 況は非常に厳しい状 態にあります。

効率的かつ効果的な図書館 事業の展開が必須で あるとともに，新

中央図書館として，新たな 収入源を模索，検討 していきます。  

 

ア   

 

 

 

 

イ 

 

 

  

 

ウ   

 

 

積極的な 

広報 

５  施設活動の基本的な 考え方  

利用者の声を常に反映させる 

ホームページや広報紙 ，図書館イベン ト等を開催

することにより，図書館の多様な 機能，活動を積

極的に広報及び情報公開を 行います。  

また，整備段階の 情報に関しても公開 していきま

す。 

顧客 

満足度 

来館者，利用者に対し，ご意見箱の設 置やアンケ

ートによる意識調査，動線等の調 査により，利用

者の声を反映させ顧客満足 度を常に意識します 。 

新たな 

収入源 

ホー ム ペー ジ のバ ナー や 玄関 マ ット 等 の広 告 を

はじめ様々な可能性を検討 し，新たな 収入源を模

索します。  

 － ２ ７ －  



 

 

(2 ) 新中央図書館のサービ ス   

新中央図書館においては， 図書館サービスが受 けられる時間の

延長や来館が困難な市民へ の対応等利便性の拡 大を進めていきま

す。また，市民をもてなす 図書館職員の教育・ 研修を徹底し，図

書の魅力を十分に引き出す ためのスキルをアッ プさせ，あらゆる

市民が快適に利用できるよ うにしていきます。  

 

【閲覧・貸出サービス】  

・専門書，郷土資料，デジ タル資料等幅広い資 料を収集・保存・

提供します。  

・わかりやすく排架し，利用者が本に興味が持てる工夫をします。 

・年齢や目的に応じた多様 な閲覧スペースを設 けます。  

・貸出手続の効率化を図り ます。  

 

【予約・リクエストサービ ス】  

・柏市の図書館網全体を通 して，市民のニーズ にあった資料の把

握に努めます。  

・他施設との連携による資 料の提供を行います 。  

・インターネットによるサ ービスを展開します 。  

 

【レファレンスサービス】  

・市民の多様なニーズに応 えるため，職員の専 門性を高め，メー

ル，電話等でも対応できる サービスを充実させ ます。  

・関係機関，専門家等への 照会・紹介を行いま す。  

・事例をデータベース化し ，閲覧できるように します。  

 

【読書案内サービス】  

・新着図書やテーマごと，年齢ごとのブックリストを作成します。 

・図書に関する情報をホー ムページやメールマ ガジンにより発信

します。 

・図書館の利用に関するこ と，各種サービスに 関すること等，気  

 － ２ ８ －  



 

 

軽に相談に応じます。  

 

【アウトリーチサービス】  

・来館が困難な市民には， 郵送によるサービス を行います。  

・コンビニ等でも容易に受 取や返却ができるよ うにします。  

 

【地域情報提供サービス】  

・健康・医療・福祉・子育 て・ビジネス等の生 活に密着した情報

を提供します。  

・地域の市民ボランティア の情報を集約し，提 供していきます。  

 

【複写サービス】  

・利用者の求めに 応じ調査研究のため の資料の一部を複写 します 。 

 

【マイブックサービス】  

・活動の成果等を利用者オ リジナルの本として 作成することがで

きるようにします。  

 

【イベント・講座】  

・読書会，展示会，シンポ ジウム，ワークショ ップ等を積極的に

行います。  

・市民の情報リテラシー（ 情報を活用する能力 ）の向上について

支援します。  

・子どもたちが集まるとこ ろに，おはなし会等 のサービスが受け

られるよう支援します。  

 

 

 

 

 

 

 

 － ２ ９ －  



 

 

(3 ) 資料計画（分類・蔵書 数）  

ア  資料の基本方針  

   市民のニーズにあっ た資料の収集 ，継続的な新規資 料の収集 ，

中長期的な視点にたった収 集・保存・蔵書計画 等，新しい図書

館サービスの根本となる資 料・情報の充実を図 ります。  

(ｱ ) 一般書や雑誌等の印刷 資料とインターネッ トやデータベー

ス等の非印刷資料とを組み 合わせた豊富な資料 を提供します 。 

(ｲ ) 新たな収集方針・選定 基準を定め，資料の 収集を行うとと

に，図書資料の選定に関す る年度計画に基づき ，系統的・持

続的に資料の収集・提供を します。  

(ｳ ) 資料選定を新中央図書 館に一元化すること により，分館を

含め，バランスの良い，効 率的な資料収集をめ ざします。  

(ｴ ) 分館をはじめ，市内の 学校図書館や大学図 書館，周辺の公

立図書館や関連機関との密 接な連携・協力を前 提とし，効率

的資料収集・提供をめざし ます。  

(ｵ ) ＡＶ資料等は，柏市の 文化・歴史や行政資 料等の地域性を

重視した資料や障害者用等 の収集・提供をしま す。  

イ  資料の想定規模  

新中央図書館の規模の設定 にあたっては，将来 人口増加分も

加味し，約４２５，０００ 人を想定人口として 設定します。  

(ｱ ) 図書館専有延床面積  ７，０００㎡～８， ０００㎡  

(ｲ ) 職員数（臨時職員含む ）  ３８人  

(ｳ ) 蔵書冊数  ５７０，０ ００冊  

(ｴ ) 開架冊数  ３７０，０ ００冊  

ウ  一般的な基準となる規 模  

「公立図書館の設置及び運 営上の望ましい基準 」による基準

（平成１７年４月１日現在 ）となる規模は ，以下のとおり です 。 

(ｱ ) 図書館専有延床面積  １０，１４０㎡  

(ｲ ) 職員数（臨時職員含む ）  ３４人  

(ｳ ) 蔵書冊数  ５６９，５ ０７冊  

(ｴ ) 開架冊数  ３６６，２ ７０冊  

 － ３ ０ －  



 

 

 

(1 ) 施設全体の整備方針  

－柏市の「きのう 」「きょう 」「あした」と 市民をつなぐ－  

 

３８万人の市民が生活する 柏市の多様な魅力を 発展させ，将来

都市像実現のための情報拠 点として，整備して いくことが必要で

す。 

そして，東葛飾地域のあら ゆる情報をリードし ，世代や市域を

越えて多くの人々が資料・情報に触れ ，発見し，感動 し，継承し，

新たな情報文化の発展に寄 与していくことがで きる施設となるよ

うに整備します。  

 

ア  安全かつ快適に利用で きる施設計画としま す。  

   ・耐震性や防災，自 然環境に配慮した施 設とします。  

・館内環境（温度，湿度， 照明，採光，音等） が快適に保た

れた施設とします。  

・防犯対策が十分に確保さ れた施設とします。  

・バリアフリーやユニバー サルデザインに配慮 した施設とし

ます。 

イ  市民が使いやすく交流 できる施設計画とし ます。  

・ゆったりとした開架・閲 覧スペースを確保し ます。  

・分かりやすい排架としま す。  

・サイン・表示を適切に配 置します。  

・市民の交流の場となるよ う配慮します。  

ウ  フレキシビリティがあ り市民に長く利用さ れる施設計画とし

ます。 

・多様な用途に応じたレイ アウトができるスペ ースを確保し

ます。 

・将来の変化を考慮したレ イアウトとします。  

・利用者と職員の動線に配 慮します。  

・維持管理しやすい施設と します。  

６  施設計画の基本的な 考え方  

 － ３ １ －  



 

 

(2 ) 必要諸室の構成  

新中央図書館で必要とされ る基本的な諸室の考 え方は，以下の

とおりです。  

 

ア  開架部門                           

(ｱ ) 一般図書スペース  

・図書館全体が見渡せるわ かりやすい配置とし ます。  

・児童図書スペースとのつ ながりが良い位置と します。  

・閲覧コーナーは，誰もが 自由に利用でき，持 ち込みパソ

コンを利用できるよう情報 化に対応する等，目 的に応じ

たレイアウトができるよう にします。  

・書架間隔は，車椅子と人 がすれ違うことので きる幅以上

を確保し，スペースの見通 しを考慮した書架の レイアウ

ト及び高さとします。  

(ｲ ) 児童図書スペース  

・一般図書スペースとの連 続性を考慮した配置 とし，他の

スペースへの動線と交差せ ずにアプローチでき るよう配

慮します。様々な形態の書 架や読書席を設け， 楽しい雰

囲気づくりを行います。  

・おはなし会や紙芝居，親 子での読み聞かせ等 に利用する

「おはなしのへや」を設け ます。  

・児童専用便所，おむつ替 えや授乳のための「 あかちゃん

のへや」を設けます。  

・子育て支援の情報，親子 間の交流の場として 使用できる

ようにします。  

(ｳ ) 青少年図書スペース  

・小学校高学年を対象とし た資料コーナーを設 けます。  

・一 般 図書 と児 童図 書ス ペー スに 連続 する 位置 に設 けま 

す。 

・若い世代が交流できるグ ループ学習室を設け ます。  

(ｴ ) 新聞・雑誌スペース  

 － ３ ２ －  



 

 

・新聞雑誌の最新号及びバ ックナンバーを排架 します。  

・一般の開架スペースとの 往来が容易で，静か な閲覧コー

ナーに隣接せず，くつろい だ雰囲気で読むこと のできる

ゆとりあるスペースとしま す。  

(ｵ ) 地域行政資料スペース  

・柏市の郷土作家の作品， 郷土資料，地域情報 ，行政資料

等を集めたコーナーを一般 開架スペースに連続 して設け

ます。 

・柏市の地域情報の受発信 機能の役割を担いま す。  

(ｶ ) ビジネス支援コーナー  

・ビジネス関連の図書や資 料をはじめ，関連機 関の紹介や

パンフレットの配布を行い ます。  

・必要に応じて，ビジネス 関連専門のレファレ ンスコーナ

ーを設置し，関連資料や関 連機関の紹介を行い ます。  

(ｷ ) 障害者資料コーナー  

・大活字本，点字資料，録 音資料等の資料を提 供します。  

・サービスカウンター付近 に配置し，対面朗読 や録音が可  

能な朗読サービス室をあわ せて設けます。  

(ｸ ) 視聴覚資料コーナー  

・  視聴覚資料の排架及び視聴 機器を設けるととも に，視聴

のための席を設けます。な お，視聴覚資料に つ い て は ，

障害者のための資料，子育て支援の ための資料，郷土資

料にかぎります。  

(ｹ ) パソコンコーナー   

・インターネット接続が可 能な利用者用のパソ コンを配置

します。 

・商用データベースの閲覧が行えるパソコンを配置します。 

 

イ  サービス部門                         

(ｱ ) サービスカウンター  

・図書館全体の利用案内を 行います。  

 

 － ３ ３ －  



 

 

・利用者登録や貸出・返却 処理，読書案内，リ クエストの

受付等を行います。  

・エントランスと一般開架 スペースが見通せ， 利用者にと

って分かりやすい場所に配 置します。  

・ブック・ディテクション ・システム（ＢＤＳ ）設置等，

図書 ,資料の管理に配慮します。  

(ｲ ) レファレンスカウンタ ー  

・相談用のカウンターを設 け，図書の魅力を十 分に引き出

す専門職員が利用者からの 質問や相談に応じま す。  

・利用者が見つけやすく， 職員にとっても案内 をしやすい

場所に配置します。  

(ｳ ) 資料情報コーナー  

・蔵書検索端末（ＯＰＡＣ 等），冊子形態目録 や関連書籍

資料等による検索コーナー を設けます。  

・検索端末は，開架部門内の適当な場所へ分散して配置し，

利用者サービスの充実を図 ります。  

 

ウ  管理運営部門                         

(ｱ ) 書庫 

・資料の利用頻度や形態に 合わせ，機能的な運 営が可能な

方法で保存します。  

・貴重本資料の収蔵室等を 設けます。  

(ｲ ) 館長・応接室  

・館長事務作業の他，図書 館利用者との自由な 交流，来館

者への応接室として利用す る。  

(ｳ ) 事務作業室  

    ・図書館の事務管 理の他，資料の荷解 や配送，選書や整理

等を行う場所を設けます。  

・隣接して，遮音性を確保 した印刷製本室，セ キュリティ

ーに配慮したコンピュータ 室等を必要に応じて 設けます 。 

(ｴ ) スタッフラウンジ（兼 会議室・救護室）  

・職員の休憩や食事及び会 議の場として設けま す。  

 － ３ ４ －  



 

 

・利用者等の緊急の救護の 場としても使用しま す。  

(ｵ ) 派遣者詰所  

    ・施設管理や清掃 等の外部委託者の必 要な諸室として設け  

ます。 

 

エ  市民交流部門                        

(ｱ ) 集会・研修コーナー  

・研修や会議・集会等の多 目的な利用が可能な 部屋を設け

ます。 

・目的に合せた利用ができ るよう大・中・小の 規模の異な

る部屋を設けます。  

(ｲ ) 交流・展示コーナー  

・イベントや市民の作品等 を発表，展示できる スペースを

設けます。  

・来館者が談話や休憩がで きる雰囲気の喫茶・ 休憩スペー

スを設け，市民の交流を促 します。  

(ｳ ) 市民コーナー  

・ボランティア等の活動拠 点として，打合せや 作業，活動

ができるスペースを設けま す。  

・市民から寄せられた地域 情報の受発信を行い ます。  

 

オ  共用部門                          

(ｱ ) エントランスホール  

    ・図書館への導入 部として，利用者が 入りやすく，明るく

開放的な空間とします。  

(ｲ ) 便所 

・ユニバーサルデザインに 配慮し，多目的便所 も合わせて

設けます。  

(ｳ ) 機械室・その他  

・快適に利用できるよう、 スロープやエレベー ターを適宜

設けます。  

 

 － ３ ５ －  



 

 

 

【機能相関図】  

 

 

 

 

 

 － ３ ６ －  



 

 

 

(1 ) 立地適地の抽出条件  

ア  市民ニーズに基づく抽 出   

 

－利便性重視の中心市街 地－  

 

柏市では，新中央図書館の 整備にあたって二度 にわたり市民

にアン ケート 調査 を実施 しま した。 その 中で，「 駅前等 交通の

便がよ いとこ ろ」 という 意見 が最も 多く，「 商店 に近接 すると

ころ」を加えると全体の７ ０％を越える結果と なりました。  

また，現在図書館 をあまり利用してい ない理由としては ，「立

地場所が不便だから」とい う意見が最も多く 寄 せ ら れ ま し た 。 

 

 イ  コンセプトに基づく 抽出  

 

－図書館ネットワークの 中心拠点－  

     

新中央図書館では，ボラン ティアとの連携，大 学との連携，

市内１６分館をはじめ，周 辺の公立図書館等と の連携を行って

いきます。そのような活動 を効果的に行える図 書館ネットワー

クの中心拠点としての立地 を検討します。  

さらに，新中央図書館の図 書館専有延床面積は ７，０００㎡

から８，０００㎡程度を想 定し，より多くの利 用者がゆったり

と利用できる立地について も考慮します。  

 

 

 

 

 

 

 

７  立地の基本的な考え 方  

 － ３ ７ －  



 

 

ウ  まちづくりに基づく抽 出  

 

－中央ゾーン・柏の葉キ ャンパス駅周辺－  

 

柏市第四次総合計画中期基 本計画において，商 業・業務集積

地としての機能を確保増進 ，文化機能等高次都 市型サービスの

充実を図る中央ゾーンと， 学術・産業拠点や， 水と緑の空間と

が調和しつつ，活力と潤い がある多様な都市機 能が集積する国

際的 な 拠点 都 市 をめ ざ す柏 の 葉キ ャ ン パス 駅 周辺 に おけ る 立

地候補地を抽出し，子ども から高齢者，障害者 等のあらゆる市

民が安全に利用できるよう 考慮します。  

 

 

以上の抽出条件をふまえ， 市の所有している土 地であること

も含めて土地又は床の取得 について，現実的な 見通しが立てら

れることで抽出します。  

 

最終的に立地候補地を選定 する上では，広く情 報を公開し透

明性を確保し，市民と共通 理解の醸成を図りま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 － ３ ８ －  



 

 

(2 ) 立地候補地  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

候補地  地番  地積（㎡）  

Ａ 柏北部中央地区  
若 柴字 大 割 ２ ２

７番６他 
１５，６６７．００  

Ｂ 北柏駅北口区画整理事業  
根 戸字 上 屋 敷 １

５９０番５他  

４，１００．９９  
（区 画整理後の図 書館立
地候補地部分）  

Ｃ 現柏市立図書館本館跡地  
柏 ５丁 目 ２ ０ ６

番１０ 
２，２３４．０７  

Ｄ 柏市立柏中学校内  
明 原４ 丁 目 ４ １

番１ 

４０，４６９．００  
（う ち，図書館立 地候補
地部分は７，１８９．８） 

Ｅ 
柏駅 東口 Ｄ街 区第 一地区

市街地再開発事業  

中 央町 ８ １ ７ 番

１０他 
６，９５６．００  

（Ｄ，Ｅ街区敷地面積）  

 ※北から順にＡＢＣＤＥと 付した  

中央ゾーン  

Ｃ  

Ｅ

Ａ  

Ｄ  

Ｂ  

国際学術研究都市  

づくり推進地域  

 － ３ ９ －  



 

 

(3 ) 立地適地の比較検討  

ア  立地適地の指標  

図書館法に基づいた基準を ふまえ，新中央図書 館の立地選定

についての指標を作成しま した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新中央図書館の立地選定に係る指標  

①人口  

図書館は基本的には市民に来館してもらい，サービスを

提供する施設であるため，多くの利用者が見込める立地
が望ましい。  

②敷地  
利用者のニーズに応えるためには，一定規模の敷地で設

計の自由度が高い敷地を確保できることが望ましい。  

③交通アクセス 
高齢者等を含めたより多くの人に利用して もらうため

には，交通至便な地域に立地することが望ましい。  

④周辺環境  

やすらぎの場として緑が多くくつろげる場 所が望まし

い。また，日常的に利用しやすい場所への立地が望まし

い。  

⑤ 都 市 計 画 等

の位置づけ  

柏市第四次総合計画上のまちづくり方針に 即している

ことが望ましい。  

⑥ 用 地 の 取 得
難易度  

土地の取得が容易で，他事業との関連でスケジュールに
余裕があることが望ましい。  

⑦財政負担  
用地費，建築工事費や補助金の可能性等，事業費負担が

少ない方が望ましい。  

 
⑧ 連携  

図書館ネットワークの中心を担うことから，他施設と連
携しやすい立地が望ましい。  

 

図書館法第１８条の規定に基づき定められた公立図書館の設置及び

運営上の望ましい基準において ,公立図書館の設置にあたっては ,サー

ビス対象地域の以下の項目を勘案し検討をすることが努力義務として

課せられています。  

①人口分布と人口構成  

②面積  

③地形  

④交通網等  

図書館 法に基づいた立地 選定の基準  

 － ４ ０ －  



 

 

イ  立地適地の整理  

(A ) 柏北部中央地区  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口合計：５８，３２７人 
（ 夜 間 人 口 ： ３ １ ， ７ ６ ０ 人 ／ 昼 間 人 口 ： ２ ６ ， ５ ６ ７ 人 ）  

 

現在，メッシュ内人口は最 下位であるが区画整 理中  
であるため，今後，人口の 増加が見込まれる。  

 
平 成 １ ２ 年 度 国 勢 調 査  
平 成 １ ３ 年 度 事 業 所 統 計 調 査  

多 く の 人 口 が 見 込 ま れ る 立 地 が 望 ま し い  ①人口 

 

 

【 建 ぺ い 率 /容 積 率 ： ６ ０ / ２ ０ ０ 】   

 

敷地面積：１５，６６７㎡（ 複 合 型 図 書 館 の 建 設 が 可 能 ）  

最 大 延 床 面 積 ： ３ １ ， ２ ０ ０ ㎡  最 大 建 築 面 積 ： ９ ， ３ ６ ０ ㎡  

 

候 補 地 は グ ラ ン ド ピ ア ノ 型 の 形 状 であるが，十 分な広さが  

あ り ,整 形 で の 建 築 が 可 能 で あ る 。 駐 車 場 は ５ ０ 台 確 保 可 能 。  

 

一 定 規 模 確 保 で き る 立 地 が 望 ま し い  
（ 延 床 面 積 ７ ， ０ ０ ０ ㎡ 確 保 ／ 駐 車 場 ５ ０ 台 確 保 ）  

設 計 の 自 由 度 が 高 い 敷 地 を 確 保 で き る こ と が 望 ま し い  

②敷地 

 
 

 

最寄駅：柏の葉キャンパス駅から５００ｍ 

最寄バス停：「駅入口」から約３００ｍ 

（東武バス）  

 

最 寄 り 駅 か ら 徒 歩 で １ ０ 分 以 内 で ある。また， 利用可能なバ  
ス 停 は 他 に も ２ つ あ り ， 合 計 ７ 系 統が利用可能 だが，バスの  
本 数 が 少 な く ， 他 の 候 補 地 に 比 べ 待ち時間が長 くなっている。   

交 通 至 便 な 地 域 へ の 立 地 が 望 ま し い  

（ 最 寄 駅 ，バ ス 停 か ら の 距 離 を 考 慮 ） ③交通アクセス 

 
 
 
 
 

 

隣接する自然：調整池 
回遊性：都市公園 ４箇所 

（合計面積：４３５，５０ ０㎡）  

商業施設 １箇所（ららぽ ーと柏の葉）  
調 整 池 に 隣 接 し ，「 水 」を 感 じ ら れる。また ，周辺には都市公 園や商業施設が立 地して お

り，くつろぎと日常利用の 利便性を兼ね備えた 立地となっている。  

 

緑 が 多 く く つ ろ げ る 立 地 が 望 ま し い  

（ 候 補 地 に 隣 接 す る 緑 が 存 在 し ， 敷 地 か ら 緑 を
感 じ る こ と が で き る ）  

日 常 的 に 利 用 し や す い 場 所 へ の 立 地 が 望 ま し い

（ 相 互 立 ち 寄 り が 可 能 な 都 市 公 園 や 大 型 商 業 施

設 が １ ｋ ｍ 圏 内 に 存 在 す る ）  

④周辺環境 

 － ４ １ －  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【区画整理事業の推進】 
都市計画事業柏北部中央地区  一体型特定土地区画整理事業  

【国際キャンパスタウン構想】 
産学官連携による柏の葉エリアを中心とした，「環境 ･健康 ･交流・創造」の国際学術
研究都市の形成をめざす。  

【緑園都市構想】（北部ゾーンの基本理念）  
都市の活力と環境の調和をめざす“まち”  

柏 市 の ま ち づ く り の 方 針 に 即 し て い る こ と が 望 ま し い  

（ 第 四 次 総 合 計 画 等 と の 地 区 整 備 方 針 に 適 合 す る か を 考 慮 ）  

⑤都市計画等 

の位置づけ 

 

 
 

所有者：柏市土地開発公社 

用地取得費：２，９１７百万円 
【算定式】９７，１０８円 /㎡ ×２ ９ ， ５ ８ ７ ㎡ ×１ ． ０ １ ５  

      ↑ 保有簿価による単価  ↑ 従 前 地    ↑ 事 務 費                
 

※ 土 地 開 発 公 社 保 有 簿 価 に よ る 単 価 は ， 平 成 ２ ０ 年 ２ 月 末 （ 見 込 み ） の も の と す る 。  

※ 従 前 地 ２ ９ ， ５ ８ ７ ㎡ → 仮 換 地 １ ５ ， ６ ６ ７ ㎡ （ ＝ 敷 地 面 積 ）。  

土 地 の 取 得 が 容 易 で あ る こ と が 望 ま し い  
⑥用地取得 

の難易度 

 

 

事業費：７，５３０百万円～７，９８４百万円 
用地取得費，建築工事費， 家具調度，システム 初期整備等の事業費  

 

補 助 金 等 取 得 可 能 性 ： ま ち づ く り 交付金，合併 特例債  

※ す で に 土 地 区 画 整 理 事 業 補 助 金 を取得してい る。  
 
 

事 業 費 の 負 担 が 少 な い 方 が 望 ま し い  ⑦財政負担 

 

（ 柏 市 図 書 館 網 の 中 心 的 位 置 に あ る ）  

分館からの距離：１１２ｋｍ  
 
田 中   ： 1. 7 ( k m )  新 富  ：  5 . 9 ( k m )  永 楽 台 ： 8.5 ( k m )  

松 葉   ： 2. 2 ( k m )  高 柳  ： 12 . 2 ( k m )  根 戸  ： 5. 4 ( k m )  

豊 四 季 台 ： 5.4 ( k m )  南 部  ： 12 . 5 ( k m )  布 施  ： 5. 6 ( k m )  
西 原   ： 3. 7 ( k m )  藤 心  ： 11 . 6 ( k m )  沼 南  ： 8. 9 ( k m )  

増 尾   ： 9. 0 ( k m )  高 田  ：  3 . 3 ( k m )  

光 ヶ 丘  ： 9. 3 ( k m )  新 田 原 ：  6. 8 ( k m )   

他 の 施 設 と の 連 携 が し や す い 場 所 へ の 立 地 が 望

ま し い  ⑧連携 

 － ４ ２ －  



 

 

(B ) 北柏駅北口区画整理事 業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口合計：１３０，７０４人 
（ 夜 間 人 口 ： ７ ２ ， ９ ５ ０ 人 ／ 昼 間 人 口 ： ５ ７ ， ７ ５ ４ 人 ）  

 

現在，区画整理中である。今後，人口の増加 

が多少見込まれる。 

多 く の 人 口 が 見 込 ま れ る 立 地 が 望 ま し い  ①人口 

 

 

【 建 ぺ い 率 /容 積 率 ： ６ ０ / ２ ０ ０ 】   

 

敷地面積：４，１００．９ ９㎡（ 単 独 型 図 書 館 の 建 設 ）  

最 大 延 床 面 積 ： ８ ， ２ ０ ０ ㎡  最 大 建 築 面 積 ： ２ ， ４ ６ ０ ㎡  
 

形 状 は 東 西 に 長 い 台 形 で あ る 。 高 架によって分 断されている  

部 分 が あ り ， ７ ， ０ ０ ０ ㎡ の 延 床 面積の確保に は工夫が必要  

で あ る 。 駐 車 場 は ５ ０ 台 確 保 可 能 （一部地下 ）。  

  
 

 

一 定 規 模 確 保 で き る 立 地 が 望 ま し い  
（ 延 床 面 積 ７ ， ０ ０ ０ ㎡ 確 保 ／ 駐 車 場 ５ ０ 台 確 保 ）  

設 計 の 自 由 度 が 高 い 敷 地 を 確 保 で き る こ と が 望 ま し い  

②敷地 

 
 

 

最寄駅：北柏駅から３８０ｍ 

最寄バス停：「北柏駅入口」から約３６０ｍ 

（東武バス，関東鉄道，阪 東自動車）  

最 寄 り 駅 か ら 徒 歩 で １ ０ 分 以 内 で ある。区画整 理後は駅から  
の 直 接 ア プ ロ ー チ が 可 能 に な る 予 定。他に北柏 駅のバス停も  
徒 歩 圏 内 で あ り ， バ ス の 運 行 も ８ 系統と比較的 多く待ち時間  
の 短 い 路 線 も あ る 。  

 

 

交 通 至 便 な 地 域 へ の 立 地 が 望 ま し い  

（ 最 寄 駅 ，バ ス 停 か ら の 距 離 を 考 慮 ） ③交通アクセス 

 
 
 
 
 
 

隣接する自然：特になし 
回遊性：都市公園 ３箇所 

（合計面積：８２，０００ ㎡）  

商業施設 ０箇所 
周辺には都市公園が立地し ており，くつろぎの 空間を備えた  
立地となっている。徒歩圏 内に大型商業施設は 立地していな  
い。  

 

 

緑 が 多 く く つ ろ げ る 立 地 が 望 ま し い  

（ 候 補 地 に 隣 接 す る 緑 が 存 在 し ， 敷 地 か ら 緑 を
感 じ る こ と が で き る ）  

日 常 的 に 利 用 し や す い 場 所 へ の 立 地 が 望 ま し い

（ 相 互 立 ち 寄 り が 可 能 な 都 市 公 園 や 大 型 商 業 施
設 が １ ｋ ｍ 圏 内 に 存 在 す る ）  

④周辺環境 

平 成 １ ２ 年 度 国 勢 調 査  
平 成 １ ３ 年 度 事 業 所 統 計 調 査  

 － ４ ３ －  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 柏 市 図 書 館 網 の 中 心 的 位 置 に あ る ）  

分館からの距離：９７ｋｍ  
 

田 中   ： 5. 3 ( k m )  新 富  ：  4 . 8 ( k m )  永 楽 台 ： 6.1 ( k m )  

松 葉   ： 3. 5 ( k m )  高 柳  ： 10 . 0 ( k m )  根 戸  ： 2. 4 ( k m )  
豊 四 季 台 ： 3.6 ( k m )  南 部  ： 10 . 4 ( k m )  布 施  ： 2. 6 ( k m )  

西 原   ： 9. 1 ( k m )  藤 心  ：  9 . 9 ( k m )  沼 南  ： 6. 6 ( k m )  

増 尾   ： 6. 6 ( k m )  高 田  ：  3 . 3 ( k m )  

光 ヶ 丘  ： 7. 7 ( k m )  新 田 原 ：  5. 2 ( k m )  

 

 

 

【北柏駅北口土地区画整理事業】 
本事業により 駅前広場 をはじめと する道路 ，公園， 下水道の整 備を行う とともに ，併 せ

て宅地の整備 を行い， 柏市の東部 地域の拠 点として ，駅前とい う立地条 件に相応 しい 健

全で秩序ある市街地を形成 することを目的とす る。  
 

【ライブタウン構想】 
土地区画整理事業により，北 口駅前広場や道路 ･公 園 等 の 整 備 ，宅 地 の 整 備 を 進 めると と

もに生活支援機能の導入を 図る。  

柏 市 の ま ち づ く り の 方 針 に 即 し て い る こ と が 望 ま し い  

（ 第 四 次 総 合 計 画 等 と の 地 区 整 備 方 針 に 適 合 す る か を 考 慮 ）  

⑤都市計画等 

の位置づけ 

 

 
 

所有者：柏市土地開発公社，柏市 

用地取得費：１，２４２百万円 
【算定式】１６３，４６２ 円 /㎡ ×７ ， ４ ８ １ ． ７ １ ㎡ ×１ ． ０１５  

       ↑ 保有簿価による単価   ↑ 従 前 地      ↑ 事 務 費           
 

※ 土 地 開 発 公 社 保 有 簿 価 に よ る 単 価 は ， 平 成 １ ８ 年 ９ 月 末 現 在 の も の と す る 。  

※ 従 前 地 ７ ， ４ ８ １ ． ７ １ ㎡ → 仮 換 地 ４ ， １ ０ ０ ． ９ ９ ㎡ （ ＝ 敷 地 面 積 ）。  

土 地 の 取 得 が 容 易 で あ る こ と が 望 ま し い  
⑥用地取得 

の難易度 

 

 

事業費：５，８５５百万円～６，３０９百万円 
用地取得費，建築工事費， 家具調度，システム 初期整備等の事業費  

 

補 助 金 等 取 得 可 能 性 ： ま ち づ く り 交付金，合併 特例債  

※ す で に 土 地 区 画 整 理 事 業 補 助 金 を取得してい る。  
 

事 業 費 の 負 担 が 少 な い 方 が 望 ま し い  ⑦財政負担 

他 の 施 設 と の 連 携 が し や す い 場 所 へ の 立 地 が 望

ま し い  ⑧連携 

 － ４ ４ －  



 

  

(C ) 現柏市立図書館本館跡 地  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口合計：１８２，７２５人 
（ 夜 間 人 口 ： ９ ２ ， ９ ９ ８ 人 ／ 昼 間 人 口 ： ８ ９ ， ７ ２ ７ 人 ）  

 

柏駅から比較的近い住宅街にあり人口も多い。 

 

多 く の 人 口 が 見 込 ま れ る 立 地 が 望 ま し い  ①人口 

 

 

【 建 ぺ い 率 /容 積 率 ： ６ ０ / ２ ０ ０ 】   

 

敷地面積：２，２３４．０ ７㎡（ 単 独 型 図 書 館 の 建 設 ）  

最 大 延 床 面 積 ： ４ ， ４ ６ ８ ㎡  最 大 建 築 面 積 ： １ ， ３ ４ ０ ㎡  

 

ほ ぼ ， 三 角 形 の 形 状 を し て い る 。 敷地面積の都 合上（日影等  

の 規 制 に よ る ） ７ ， ０ ０ ０ ㎡ の 延 床面積及び敷 地内に駐車場  

を 確 保 す る こ と は 困 難 で あ る 。  

一 定 規 模 確 保 で き る 立 地 が 望 ま し い  

（ 延 床 面 積 ７ ， ０ ０ ０ ㎡ 確 保 ／ 駐 車 場 ５ ０ 台 確 保 ）  
設 計 の 自 由 度 が 高 い 敷 地 を 確 保 で き る こ と が 望 ま し い  

②敷地 

 
 

 

最寄駅：柏駅から８９０ｍ 

最寄バス停：「柏法務局入口」から約３００ｍ 

（阪東自動車）  

 

最 寄 り 駅 か ら 徒 歩 で １ ０ 分 以 上 か かる。バスの 運行系統数は  

３ 種 類 だ が ， 待 ち 時 間 は 他 の 候 補 地に比べて全 体的に短くな  

っ て い る 。  

 

 

交 通 至 便 な 地 域 へ の 立 地 が 望 ま し い  

（ 最 寄 駅 ，バ ス 停 か ら の 距 離 を 考 慮 ） ③交通アクセス 

 
 
 
 
 
 

隣接する自然：諏訪神社の森 
回遊性：都市公園 ５箇所 

（合計面積：１１７，００ ０㎡）  

商業施設 ３箇所 
（イトーヨーカ堂，かねたや家具店，島忠，そごう）  

 

諏 訪 神 社 の 森 に 隣 接 し ， 緑 を 感 じ られる。 また，周 辺には都市 公園や商 業施設が 複数 立

地しており，くつろぎと日 常利用の利便性を兼 ね備えている。  

 

緑 が 多 く く つ ろ げ る 立 地 が 望 ま し い  

（ 候 補 地 に 隣 接 す る 緑 が 存 在 し ， 敷 地 か ら 緑 を
感 じ る こ と が で き る ）  

日 常 的 に 利 用 し や す い 場 所 へ の 立 地 が 望 ま し い

（ 相 互 立 ち 寄 り が 可 能 な 都 市 公 園 や 大 型 商 業 施
設 が １ ｋ ｍ 圏 内 に 存 在 す る ）  

④周辺環境 

 

平 成 １ ２ 年 度 国 勢 調 査  
平 成 １ ３ 年 度 事 業 所 統 計 調 査  

 － ４ ５ －  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 柏 市 図 書 館 網 の 中 心 的 位 置 に あ る ）  

分館からの距離：７６ｋｍ  
 

田 中   ： 5. 7 ( k m )  新 富  ：  3 . 2 ( k m )  永 楽 台 ： 3.5 ( k m )  
松 葉   ： 4. 1 ( k m )  高 柳  ：  8 . 3 ( k m )  根 戸  ： 3. 2 ( k m )  

豊 四 季 台 ： 1.9 ( k m )  南 部  ：  8 . 2 ( k m )  布 施  ： 4. 3 ( k m )  

西 原   ： 8. 1 ( k m )  藤 心  ：  6 . 5 ( k m )  沼 南  ： 4. 9 ( k m )  
増 尾   ： 4. 5 ( k m )  高 田  ：  2 . 2 ( k m )  

光 ヶ 丘  ： 4. 8 ( k m )  新 田 原 ：  2. 5 ( k m )  

 

 

 

【ライブタウン構想】 
 

商 業 ， 業 務 ， 娯 楽 ， 文 化 ， 生 活 ， 情報等の複合 施設（柏駅周辺地区 の位置付け）  

文 化 ： と き め き ， 交 流 ： ふ れ あ い ，安らぎ：や すらぎ（中央ゾーン の基本理念）  

  

 

柏 市 の ま ち づ く り の 方 針 に 即 し て い る こ と が 望 ま し い  

（ 第 四 次 総 合 計 画 等 と の 地 区 整 備 方 針 に 適 合 す る か を 考 慮 ）  

⑤都市計画等 

の位置づけ 

 

 
 

所有者：柏市 

用地費：３７３百万円（参考価格） 
【算定式】１３３，３３３ 円 /㎡ ×２ ， ２ ３ ４ ． ０ ７ ㎡ ×１ ． ２５  

      ↑ 路 線 価 （ ３ 年 平 均 ）    ↑ 敷 地 面 積    ↑ 地 価 公 示 価 格 割 戻 率     

※ 路 線 価 は 地 価 公 示 価 格 の 8 0 ％ を 目 途 と し て い る 。 ※ 奥 行 き 価 格 補 正 等 は 考 慮 し な い も の と す る 。  

土 地 の 取 得 が 容 易 で あ る こ と が 望 ま し い  
⑥用地取得 

の難易度 

 

 

事業費：２，５４８百万円 （延床面積２，３０ ０㎡にて算定）  
用 地 費 除 く ， 建 築 工 事 費 ， 家 具 調度，システム 初期整備等の事業費  

 

補 助 金 等 取 得 可 能 性 ： ま ち づ く り 交付金，合併 特例債  

 
 

事 業 費 の 負 担 が 少 な い 方 が 望 ま し い  ⑦財政負担 

 

 

他 の 施 設 と の 連 携 が し や す い 場 所 へ の 立 地 が 望

ま し い  ⑧連携 

 － ４ ６ －  



 

 

(D ) 柏市立柏中学校内  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口合計：１９０，９３２人 
（ 夜 間 人 口 ： ９ ７ ， ２ １ ８ 人 ／ 昼 間 人 口 ： ９ ３ ， ７ １ ４ 人 ）  

 

柏駅に近く，域内に団地も有しているため， 

特に夜間人口は多い。 

多 く の 人 口 が 見 込 ま れ る 立 地 が 望 ま し い  ①人口 

 

 

【 建 ぺ い 率 /容 積 率 ： ６ ０ / ２ ０ ０ 】   

 

敷地面積：４０，４６９㎡（ 複 合 型 図 書 館 の 建 設 が 可 能 ）  

（ う ち 図 書 館 立 地 候 補 地 部 分 は ， ７，１８９． ８０㎡）  
最 大 延 床 面 積 ： １ ４ ， ３ ７ ８ ㎡  最 大 建 築 面 積 ： ４ ， ３ １ ３ ㎡  

 

候 補 地 の 拡 大 も 可 能 で あ る た め ， 延床面積７， ０００㎡の確  

保 は 十 分 可 能 で あ る 。 ま た ， 長 方 形の敷地であ り，整形での  

建 築 が 可 能 で あ る た め ， 設 計 の 自 由度が高い。 駐車場は５０台確保 可能。  

一 定 規 模 確 保 で き る 立 地 が 望 ま し い  

（ 延 床 面 積 ７ ， ０ ０ ０ ㎡ 確 保 ／ 駐 車 場 ５ ０ 台 確 保 ）  

設 計 の 自 由 度 が 高 い 敷 地 を 確 保 で き る こ と が 望 ま し い  

②敷地 

 
 

 

最寄駅：柏駅から５８０ｍ 

最寄バス停：「中学校前」からすぐ 

（東武バス）  

 

最 寄 り 駅 か ら 徒 歩 で １ ０ 分 以 内 で ある。バスの 運行系統数は  

合 計 ６ 系 統 で ， 発 着 数 も 多 く 待 ち 時間も比較的 短い。  

交 通 至 便 な 地 域 へ の 立 地 が 望 ま し い  

（ 最 寄 駅 ，バ ス 停 か ら の 距 離 を 考 慮 ） ③交通アクセス 

 
 
 
 
 
 

隣接する自然：柏中学校校庭 
回遊性：都市公園 ２箇所 

（合計面積：３８，５００ ㎡）  

商業施設 １箇所 
（髙島屋）  

中 学 校 に 隣 接 し ， 校 庭 の 植 栽 に 緑 を感じら れる。ま た，周辺に は都市公 園や商業 施設 が

立地しており，くつろぎと 日常利用の利便性を 兼ね備えた立地とな っている。  

緑 が 多 く く つ ろ げ る 立 地 が 望 ま し い  
（ 候 補 地 に 隣 接 す る 緑 が 存 在 し ， 敷 地 か ら 緑 を

感 じ る こ と が で き る ）  

日 常 的 に 利 用 し や す い 場 所 へ の 立 地 が 望 ま し い
（ 相 互 立 ち 寄 り が 可 能 な 都 市 公 園 や 大 型 商 業 施

設 が １ ｋ ｍ 圏 内 に 存 在 す る ）  

④周辺環境 

平 成 １ ２ 年 度 国 勢 調 査  
平 成 １ ３ 年 度 事 業 所 統 計 調 査  

 － ４ ７ －  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 柏 市 図 書 館 網 の 中 心 的 位 置 に あ る ）  

分館からの距離：８１ｋｍ  
 
田 中   ： 6. 2 ( k m )  新 富  ：  2 . 5 ( k m )  永 楽 台 ： 4.0 ( k m )  

松 葉   ： 3. 7 ( k m )  高 柳  ：  8 . 6 ( k m )  根 戸  ： 3. 7 ( k m )  

豊 四 季 台 ： 0.6 ( k m )  南 部  ：  9 . 2 ( k m )  布 施  ： 5. 5 ( k m )  
西 原   ： 7. 5 ( k m )  藤 心  ：  7 . 7 ( k m )  沼 南  ： 6. 4 ( k m )  

増 尾   ： 4. 8 ( k m )  高 田  ：  1 . 8 ( k m )  

光 ヶ 丘  ： 5. 0 ( k m )  新 田 原 ：  3. 1 ( k m )  

 

 

 
 

【ライブタウン構想】 
柏中学校の多目的を考慮し た施設整備を行い，あわ せて生涯学習拠点づ くりを進めます 。 

 

商 業 ， 業 務 ， 娯 楽 ， 文 化 ， 生 活 ， 情報等の複合 施設（柏駅周辺地区 の位置付け）  

文 化 ： と き め き ， 交 流 ： ふ れ あ い ，安らぎ：や すらぎ（中央ゾーン の基本理念）  

柏 市 の ま ち づ く り の 方 針 に 即 し て い る こ と が 望 ま し い  

（ 第 四 次 総 合 計 画 等 と の 地 区 整 備 方 針 に 適 合 す る か を 考 慮 ）  

⑤都市計画等 

の位置づけ 

 

 
 

所有者：柏市 

用地費：１，６９７百万円（参考価格） 
 

【 算 定 式 】 {１ ８ ０ ， ０ ０ ０ 円 /㎡ ＋ （ １ ７ ６ ， ６ ６ ６ 円 /㎡ ×０ ． ０ ５ ） } 

↑ 正 面 路 線 価       ↑ 側 方 路 線 価     ↑ 影 響 加 算 率  

×７ ， １ ８ ９ ． ８ ㎡ ×１ ． ２ ５  

        ↑ 敷 地 面 積    ↑ 地 価 公 示 価 格 割 戻 率                  

※ 路 線 価 は 地 価 公 示 価 格 の 8 0 ％ を 目 途 と し て い る 。 ※ 奥 行 き 価 格 補 正 等 は 考 慮 し な い も の と す る 。  

土 地 の 取 得 が 容 易 で あ る こ と が 望 ま し い  
⑥用地取得 

の難易度 

 

 

事業費：６，４９６百万円～６，９５０百万円 
用地費除く，建築工事費， 家具調度，システム 初期整備等の事業費 ，  

 

補 助 金 等 取 得 可 能 性 ： ま ち づ く り 交付金，合併 特例債  

 
 
 

事 業 費 の 負 担 が 少 な い 方 が 望 ま し い  ⑦財政負担 

他 の 施 設 と の 連 携 が し や す い 場 所 へ の 立 地 が 望
ま し い  ⑧連携 

 － ４ ８ －  



 

  

(E ) 柏駅東口Ｄ街区第一地 区市街地再開発事業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口合計：２２６，４０９人 
（ 夜 間 人 口 ： １ ０ ６ ， ２ ６ ７ 人 ／ 昼 間 人 口 ： １ ２ ０ ， １ ４ ２ 人 ）  

 

柏駅に近い繁華街を域内に有しており，人口 

が特に多い地域である。 

多 く の 人 口 が 見 込 ま れ る 立 地 が 望 ま し い  ①人口 

 

 

【 建 ぺ い 率 /容 積 率 ： ８ ０ / ４ ０ ０ 】   

 

敷地面積：６，９５６㎡（ 複 合 型 図 書 館 の 建 設 ）  

（ う ち Ｄ 街 区 は ， ４ ， ５ ４ ３ ㎡ ）  
最 大 延 床 面 積 ： １ ８ ， １ ７ ２ ㎡  最 大 建 築 面 積 ： ３ ， ６ ３ ４ ㎡  
 

市 街 地 再 開 発 に よ っ て 建 設 さ れ る ビル内（Ｄ街 区）に  

延 床 面 積 ７ ， ０ ０ ０ ㎡ 程 度 の 保 留 床取得が見込 める。  

駐 車 場 は 隣 接 す る Ｅ 街 区 に ５ ０ 台 確保可能。  

 

一 定 規 模 確 保 で き る 立 地 が 望 ま し い  

（ 延 床 面 積 ７ ， ０ ０ ０ ㎡ 確 保 ／ 駐 車 場 ５ ０ 台 確 保 ）  

設 計 の 自 由 度 が 高 い 敷 地 を 確 保 で き る こ と が 望 ま し い  

②敷地 

 
 

 

最寄駅：柏駅から２９０ｍ 

最寄バス停：「柏駅入口」から約１００ｍ 

（東武バス，阪東自動車）  

 
５ つ の 候 補 地 の う ち 最 寄 り 駅 か ら 最も近い。  

ま た ， 雨 天 時 に 最 寄 駅 か ら の ア ク セスの利便性 も特徴である。  

交 通 至 便 な 地 域 へ の 立 地 が 望 ま し い  

（ 最 寄 駅 ，バ ス 停 か ら の 距 離 を 考 慮 ） ③交通アクセス 

 
 
 
 
 
 

隣接する自然：特になし 
回遊性：都市公園 ３箇所 

（合計面積：９０，５００ ㎡）  

商業施設 ７箇所 
（イトーヨーカ堂，長崎屋 ，丸井等）  

周 辺 に は 商 業 施 設 が 多 数 立 地 し て おり，日常利 用の利便性を  
備えた立地となっている。  

緑 が 多 く く つ ろ げ る 立 地 が 望 ま し い  

（ 候 補 地 に 隣 接 す る 緑 が 存 在 し ， 敷 地 か ら 緑 を
感 じ る こ と が で き る ）  

日 常 的 に 利 用 し や す い 場 所 へ の 立 地 が 望 ま し い

（ 相 互 立 ち 寄 り が 可 能 な 都 市 公 園 や 大 型 商 業 施
設 が １ ｋ ｍ 圏 内 に 存 在 す る ）  

④周辺環境 

平 成 １ ２ 年 度 国 勢 調 査  
平 成 １ ３ 年 度 事 業 所 統 計 調 査  

 － ４ ９ －  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 柏 市 図 書 館 網 の 中 心 的 位 置 に あ る ）  

分館からの距離：７７ｋｍ  
 

田 中   ： 6. 3 ( k m )  新 富  ：  2 . 2 ( k m )  永 楽 台 ： 3.6 ( k m )  
松 葉   ： 4. 8 ( k m )  高 柳  ：  8 . 9 ( k m )  根 戸  ： 4. 0 ( k m )  

豊 四 季 台 ： 1.8 ( k m )  南 部  ：  7 . 6 ( k m )  布 施  ： 5. 9 ( k m )  

西 原   ： 8. 8 ( k m )  藤 心  ：  5 . 7 ( k m )  沼 南  ： 5. 9 ( k m )  
増 尾   ： 3. 7 ( k m )  高 田  ：  2 . 8 ( k m )  

光 ヶ 丘  ： 3. 5 ( k m )  新 田 原 ：  1. 8 ( k m )  

 

 

 

【市街地再開発事業の推進】※都 市 再 生 緊 急 整 備 区 域 指 定  
柏 駅 東 口 に 位 置 し ， 既 存 の 商 業 集 積を活用 しながら 土地の高度 利用を図 り，賑わ いと 活

力に満ちたバラエティ豊か な商業ゾーンの形成 を目的とします。  

 

【ライブタウン構想】 
商業，業務，娯楽，文化， 生活，情報等の複合 拠点（柏駅周辺地区 の位置付け）  

文 化 ： と き め き ， 交 流 ： ふ れ あ い ，安らぎ：や すらぎ（中央ゾーン の基本理念）  

柏 市 の ま ち づ く り の 方 針 に 即 し て い る こ と が 望 ま し い  

（ 第 四 次 総 合 計 画 等 と の 地 区 整 備 方 針 に 適 合 す る か を 考 慮 ）  

⑤都市計画等 

の位置づけ 

 

 
 

所有者：柏駅東口Ｄ街区第一地区市街地再開発準備組合 

床取得費：３，０００百万円～３，３００百万円 
 

※ 当 該 再 開 発 準 備 組 合 に て 想 定 し て い る 金 額 と し て い る 。  

土 地 の 取 得 が 容 易 で あ る こ と が 望 ま し い  
⑥用地取得 

の難易度 

 

 

事業費：６，１９３百万円～６，６８３百万円 
保留床取得費，内装工事費 ，家具調度，システ ム初期整備等の事業 費  

 

補 助 金 等 取 得 可 能 性 ： ま ち づ く り 交付金，合併 特例債  

※ 中 心 市 街 地 活 性 化 基 本 計 画 を 策 定中である。  
 
 

事 業 費 の 負 担 が 少 な い 方 が 望 ま し い  ⑦財政負担 

他 の 施 設 と の 連 携 が し や す い 場 所 へ の 立 地 が 望
ま し い  ⑧連携 

 － ５ ０ －  



 

 

(4 ) 新中央図書館整備に関 する懸案事項  

各候補地の懸案となる項目 については，下記の とおりです。  

 

Ａ  柏北部中央地区  

・約１１，０００㎡は市場 駐車場として利用の 予定もある。  

・他の行政サービス施設等 の複合利用について も検討の必要

がある。 

Ｂ  北柏駅北口区画整理事 業  

・国道６号南側区域におけ る道路整備も含めた 一体的な区画

整理事業が進められている 。  

・新中央図書館の整備と計 画期間との調整が必 要である。  

Ｃ  現柏市立図書館跡地  

・敷地面積等の関係で，単 独では新中央図書館 としての機能

等を担っていくことが難し い。他の施設で補完 する機能や

経費等について検討する必 要がある。  

・工事期間中（本館休館中 ）における図書館サ ービスの実施

計画を検討する必要がある 。  

Ｄ  柏市立柏中学校内  

・前提として，現体育館等 の施設の移設が必要 である。  

・体育館等の施設について 新たな計画を立てる 必要がある。  

Ｅ  柏駅東口Ｄ街区第一地 区市街地再開発事業  

・事業主体が再開発組合で あるため，再開発事 業のスケジュ

ールとの調整が必要となる 。  

・地権者の合意形成につい て，現時点の基本計 画レベルでは

なされているが，今後各地 権者の具体的な権利 変換計画が

示された段階で全員の合意 までに時間を要する 可能性があ

る。 

・図書館法による図書館が 整備された場合，周 囲５０ｍ以内

が風俗営業等の規制及び業 務の適正化等に関す る法律施行

条例（千葉県条例）による 制限区域となり，新 たな出店が

できなくなる。  

 － ５ １ －  



 

 

 

(1 ) 事業手法の基本方針  

これまでの図書館では，公 共がサービスの提供 主体でしたが，

１９９８年にはＮＰＯ法（ 特定非営利活動促進 法）ができ，翌年

１９９９年にはＰＦＩ法（ 民間資金等の活用に よる公共施設等の

整備等の促進に関する法律 ）が制定されました 。また，２００３

年には地方自治法の改正で 「指定管理者制度」 が始まりました。

これらの法制度の整備に伴 い，図書館の管理運 営のあり方が多様

化しつつあります。２００ ４年４月には，山梨 県にＮＰＯ法人を

初めて指定管理者とした山 中湖情報創造館が開 館し，同年１０月

には，三重県でＰＦＩ方式 による桑名市立中央 図書館が開館しま

した。その後も，指定管理 者やＰＦＩ方式によ る図書館整備・運

営が全国で見受けられます 。  

また，長年にわたる景気の 低迷に伴う税収の落 ち込みにより，

市の財政状況は年々厳しく なってきています。 図書館の機能強化

が求められる一方で，新た な職員の確保や蔵書 の大幅な拡充を行

うことは難しくなってきて いる状況です 。限られた予算の なかで，

より良いサービスを提供し ていくために，柏市 における現有資源

を活用するとともに，正規 職員による「根幹業 務（図書館におけ

る企画，人事及び 選書の決定 ，レファレンス等 を想定）」への特化

と「非根幹業務」への民間 活力の導入や市民と の協働，ＰＦＩを

はじめとする様々な民間活 力をいかした事業手 法を検討します。  

効率的で質の良いサービス をあらゆる市民に対 して提供するこ

とが，この新中央図書館の 究極の目的です。  

 

 

 

 

 

 

 

８  事業手法の基本的な 考え方  

 － ５ ２ －  



 

 

(2 ) 事業手法の特徴  

ア  従来型（一部委託）  

公共の全般的な監督のもと ，民間事業者が個別 の業務に特定

して遂行します。公共施設 等の設計，建設，維 持管理及び運営

を個別に委託又は直接公共 が実施する手法です 。  

(ｱ ) メリット  

・公共性の担保  

管理権限は市にあること， 図書の装備や貸出・ 返却等の非

根幹業務の委託が一般的で あることから，公共 性は担保さ

れます。 

・事業選定の作業負担  

通常の入札又は随意契約に よるものであり，民 間事業者及

び公共の双方にとって相対 的に作業負担が少な くなります 。 

(ｲ ) デメリット  

・民間ノウハウの活用  

図書の装備や窓口業務等の 非根幹業務について ，単年度契

約で委託し，仕様発注によ り委託内容も契約に よって決め

られているため，民間の経 営ノウハウや技術能 力の活用の

余地が小さくなります。  

・リスク分担  

リスクが生じた時に，都度 協議して決定します が，基本的

に公共が責任を負います。  

・財政支出  

民間ノウハウの活用は非根 幹業務に限られてお り，根幹業

務においては民間ノウハウ の活用及び，適正な リスクの分

担が図れないため，全体的 な事業に関して，コ ストの縮減

があまり期待できません。 施設の建設時に多額 の財政支出

（初期コスト）が発生しま す。  

 

 

 

 

 － ５ ３ －  



 

 

イ  指定管理者  

公共による設計・建設の後 ，条例で定めた手続 に基づき議会

の議決を得た団体を市が指 定し，最終的な管理 権限を市に残し

たまま，公の施設の管理・ 運営を一定期間その 団体に管理代行

させる 制度。 管理 主体の 範囲 を民間 事業 者等に 広げ ること で，

住民サービスの向上，行政 コストの縮減を図ろ うとする手法で

す。 

(ｱ ) メリット  

・民間ノウハウの活用  

維持管理及び運営業務にお いては館長業務も含 めた業務全

般について委託が可能であ るため，幅広い民間 ノウハウの

活用が期待できます。  

・リスク分担  

維持管理・運営部 分のみリスクの移転 が可能です 。しかし，

基本的に公共が責任を負い ます。  

・社会環境変化等への対応  

３～５年の契約期間である ため，図書館システ ムにおける

技術革新や社会経済環境の 変化に対し柔軟な対 応が可能で

す。 

(ｲ ) デメリット  

・財政支出  

民間ノウハウの活用は非根 幹業務に限られてい ますが，維

持管理及び運営業務のコス トの縮減が期待でき ます。施設

の建設時に多額の財政支出（初期コス ト）が発生 するのは，

従来型の手法と変わりませ ん。  

 

 

 

 

 

 

 

 － ５ ４ －  



 

 

ウ  ＰＦＩ  

国や地方公共団体等が行っ てきた公共施設等の 設計，建設，

維持管理及び運営を，民間 の資金やノウハウを 活用し効率的か

つ効果的に実施する手法で す。  

(ｱ ) メリット  

・民間ノウハウの活用  

施設の設計から運営までを 一体的に民間事業者 に委ね，民

間事業者が設計段階から参 入可能となることか ら，運営の

しやすさを考慮した効率の 良い設計が可能とな ります。  

・リスク分担  

リスクの適正な分担により ，事業費コストの削 減が期待で

きます。 

・財政支出  

設計段階から民間事業者が 参入することにより ，施設のラ

イフサイクルコストの縮減 が期待できます。ま た，財政支

出は契約期間全体にわたっ て平準化が期待でき ます。  

(ｲ ) デメリット  

・スケジュール  

着工までの手続に２～３年 程度，時間を要しま す。  

・社会環境変化等への対応  

長期契約であるため，図書 館システムにおける 技術革新へ

の対応等，社会経済環境の 変化への対応が硬直 的になりま

す。 

・事業選定の作業負担  

民間事業者及び公共の双方 にとって事業者選定 に対する作

業負担が大きくなります。  

・図書館のＰＦＩ事業の前 例が少ないのが現状 です。  

 

以上をふまえ，新中央図書 館がより具体化して いくなかで，

効率的な事業手法を検討し ていきます。  

 

 

 － ５ ５ －  



 

 

 

(1 )  ワークショップから パートナーシップへ  

「理念」や「機能」といっ た言葉は，往々にし て行政，図書

館関係者，専門家には理解 できても，市民には 堅苦しくて，イ

メージや意見を導き出せな いことがあります。 まずは，現在の

図書館の良いところ（ＴＡ ＫＡＲＡ）と悪いと ころ（ＡＲＡ）

に対する思いを気軽に話し 合いながら，自由活 発な意見交換を

行い，市民参加の雰囲気を 大切にしました。  

そして，本年度の最後には ，市民の新しい図書 館像が見えて

きました。これから次のス テップへ向けて新た なスタートです 。 

市民との共通理解の醸成を 図り，柏市の図書館 の現状と今後

を相互によく理解し，柏市 らしい新しい図書館 の魅力を創造し

ていきます。  

 

(2 )  今後のスケジュール  

基本構想は，新中央図書館 のあるべき姿，理想 とする計画の

ビジョンをたてる最初のス テップでした。  

次年度からは，この構想の ビジョンを受け，実 現性を考慮し

具体的 な整備 計画 をたて てい きます 。構 想が「 ここ ろ」な ら，

計画は「骨格」をつくる作 業です。事業費を勘 案しながら，立

地を早急に決め，規模，施 設構成，展開，運営 計画，事業手法

等を具体的に設定していく 最も重要なプロセス となります。  

今後も計画の進捗状況等に ついて広く市民に公 開し，新しい

図書館の魅力を創出してい きます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 － ５ ６ －  

９  今後の方向性  



 

 

 

【あ行】 

・ＩＴ 

情報技術のこと。情報通信 分野の基礎技術から ，応用技術も含め

て用いられることもある。 また，パソコンやイ ンターネットを代表

とするネットワークを活用 すること，コンピュ ータ一括やデータ通

信に関する技術のことを総 称的に表す語として 用いられることもあ

る。 

・アウトリーチサービス  

福祉等の分野における地域 社会への奉仕活動， 公共機関の現場出

張サービス等のこと。図書 館においては，来館 して図書館サービス

を受けることができない人 たち（入院患者，施 設入所者，図書館か

ら遠い距離にある人等）に 対して行うサービス のこと。  

・アプローチ  

敷地の入口から建物の玄関 にいたる導入路のこ と。  

・インターネット  

個々のコンピュータ通信ネ ットワークを相互に 結んで，世界的規

模で電子メールやデータベ ース等のサービスを 行えるようにしたネ

ットワークの集合体のこと 。  

・ＡＶ資料  

Au di o Vi s ua l資料の略。カセットテープ，ビデ オ，音楽ＣＤ，Ｄ

ＶＤ等の音響・映像資料の 総称のこと。  

・ＮＰＯ 

No n- Pr of i t Or g an iz at io nの略。政府・自治体や 私企業とは独立し

た存在として，市民・民間 の支援のもとで社会 的な公益活動を行う

組織・団体のこと。  

・エントランス  

入口のこと。建物の入口で 人の出入りや滞留の 場としてゆとりを

持った空間も含めて用いら れることもある。  

・横断検索システム  

利用者が複数の図書館の蔵 書情報を検索する際 に，一度の検索条

件入力・実行等の操 作により ，検索結果を表示す るシステムのこと 。  

用語集  

 － 用 -１ －  



 

 

・ＯＣＬＣ  

On li ne  C o mp ut er  L i br ar y C en te r，In c.の略。アメリカ合衆国を

中心として世界各国の大学 や研究機関で構成さ れた非営利・メンバ

ー制のライブラリーサービ ス機関のこと。  

・ＯＰＡＣ  

On li ne  P u bl ic  A cc e ss  C at a lo gの略。利用者が使えるコンピュー

タ化された図書館の目録の こと。  

・オリジナリティ  

独自性のこと。新中央図書 館では，柏市の現有 資源をつなぐこと

で柏市らしい情報拠点をめ ざすこととしている 。  

・オンライン・システム  

通信回線を経由して，デー タ入力や処理の実行 指示を行うことが

できるシステムのこと。実 行結果も通信回線経 由で受取ことができ

る。 

 

【か行】 

・開架 

利用者が図書や雑誌を直接 手にとって読めるよ うにしている書架

のこと。開架の対語は閉架 。  

・キャリア・アップ  

今までの経験や職歴を活か して，さらに前進さ せていくこと。現

在持っている以上の資格や 能力を身につけるこ と。  

・グループ学習  

ある課題を解決するために ，グループ で協力し，研究を行うこと 。  

・コンセプト  

考え，概念のこと。新中央 図書館では，「人と 情報をつなぐ・人

と人をつなぐ」をコンセプ トとしている。  

 

【さ行】 

・サービスポイント  

同一の図書館網に属し，貸 出や各種サービス等 ，直接利用者に対

して図書館サービスの行わ れる場所のこと。  

 － 用 -２ －  



 

 

・書架 

図書館の本棚のこと。書籍 や雑誌等を収納する ための棚のことで

あり，本箱，書棚ともいう 。  

・相互貸借  

相互協力の一つで利用者の 求めに応じ，自館に おいて保持しない

図書・資料等を図書館間で 資料の貸借をし，利 用者の要求に応える

こと。 

 

【た行】 

・大活字本  

弱視者，高齢者を主な対象 とし，大きな活字を 用いて読みやすく

した図書のこと。  

・対面朗読  

視覚等に障害を持つために ，文字（墨字）を読 むことが困難な人

に対して，その要望に応じ て朗読者が対面で資 料を読むこと。  

・データベース  

ある目的のために，関連性 のある一定の情報を 集めて使いやすい

ようにしたもの。近年，新 聞記事情報，雑誌記 事情報，書誌情報，

百科事典情報等のデータベ ースを提供している 図書館もある。  

・デジタル資料  

電子的な媒体を用いた資料 のこと。  

・デジタルツール  

パソコン等の電子機器のこ と。  

・デジタルレファレンス  

パソコン等の電子機器を利 用して行うレファレ ンスのこと。具体

的には，携帯電話やインタ ーネットのメールで レファレンスの受付

や回答を行う。  

・友の会 

会員同士の交流を図りなが ら，図書館を通じて 地域社会と地域文

化への貢献をめざすボラン ティア組織のこと。 図書館で活動するサ

ークルやボランティア，図 書館を利用する個人 で構成される。  

 

 － 用 -３ －  



 

 

【な行】 

・ネットワーク  

網の目のように作った組織 ，系列，つながりの こと。  

・ニーズ 

要求のこと。新中央図書館 では，利用者の声（ ニーズ）を常に施

設活動に反映させることを めざしている。  

 

【は行】 

・排架 

図書資料を分類記号により ，書架の位置を決め て配置すること。  

・パートナーシップ  

行政・ＮＰＯ・企業・ボラン ティア等が活動分野 の垣根を越えて，

それぞれの得意分野の違い を活かしながら一緒 に活動に取り組むこ

と。 

・バックアップ  

後援，支援のこと。  

・バックナンバー  

雑誌等の定期刊行物の既刊 号のこと。  

・バナー 

インターネットのホームペ ージ上の帯状の広告 のこと。新中央図

書館では，新たな収入源の 一つとして検討して いる。  

・バリアフリー  

高齢者や障害者等に配慮し て，段差や 仕切り等の様々なバ リア（障

害）を取り除いていこうと する考え方のこと。 新中央図書館では，

誰でも安心して使える施設 となるよう，施設面 ，サービス面でのバ

リアフリー化をめざしてい る。  

・ＰＲ 

事業内容や施策を多くの方 に理解してもらうた めに行う活動のこ

と。新中央図書館では，多 くの市民に図書館を 利用してもらえるよ

う，積極的なＰＲを行うこ ととしている。  

・ビジョン  

望ましい将来の姿のこと。  

 － 用 -４ －  



 

 

・ブックスタート  

乳幼児の健全な成長を図る ため，親子が肌のぬ くもりを感じなが

ら子どもに絵本を使って「 ことばかけ」をする ことで，親子の絆を

つくることの大切さを伝え る運動のこと。柏市 では平成１４年度よ

り開始した。  

・ＢＤＳ（ブック・ディテ クション・システム ）  

Bo ok  De te ct io n  S y st emの略。磁気を利用した図 書館用貸出手続き

確認装置のこと。貸出手続 をせずに資料を館外 に持ち出そうとする

と，センサーが反応して警 報が鳴ったり，ゲー トのバーが閉じたり

する。 

・ブックポスト  

利用者が貸出を受けた資料 を，返却できるよう に設置した収納箱

のこと。 

・ブックリスト  

ある基準によって対象の資 料を選択して，読書 を薦めたり，資料

を紹介するために作られた 簡便な選定目録のこ と。  

・フレキシビリティ  

柔軟性のこと。新中央図書 館では，時代やニー ズの変化に対応し

うるフレキシビリティのあ るレイアウトにする こととしている。  

・ホームページ  

インターネット上で公開さ れている文章群のこ と。もしくはその

トップページのこと。  

・ボランティア  

自発性に基づく活動又はそ れに携わる人のこと 。無償での活動を

さすことが多いが，有償の 場合もある。  

 

【ま行】 

・メールマガジン  

電子メールを利用し，発行 者が購読者にメール で情報を届けるシ

ステムのこと。  

 

 

 － 用 -５ －  



 

 

【や行】 

・ユニバーサルデザイン  

障害者・高齢者・子ども・ 外国人等の区別なし に，全ての人が使

いやすいように製品・施設 等をデザインするこ と。新中央図書館で

は，誰でも安心して使える 施設となるよう，ユ ニバーサルデザイン

に配慮することとしている 。  

 

【ら行】 

・ライフスタイル  

生活の様式，人生観，価値 観を反映した生き方 のこと。  

・ライフサイクルコスト（ Lif e cy cl e  c os t） 

製品や構造物などの費用を 「製造～使用～廃棄 」の段階をトータ

ルして考えたもの。訳語 として生涯費用と も，英語の頭文 字からLCC

ともよばれる。  

・リクエストサービス  

利用者の求める資料が図書 館にない場合，他館 からの借用や購入

により資料を提供するサー ビスのこと。  

・レイアウト  

空間や平面に目的物の構成 要素を配置・配列す ること。新中央図

書館では，時代やニーズの 変化に対応しうるフ レキシビリティのあ

るレイアウトにすることと している。  

・レクリエーション  

仕事や勉強等の疲れを癒し ，精神的・肉体的に 新しい力を盛り返

すための休養・娯楽のこと 。  

・レファレンスサービス  

調査・研究・学習のために 必要な資料・情報を 求める利用者に対

して，図書館員が図書館資 料等に基づく関連資 料及び情報を提供す

るサービスのこと。  

 

 

 

 

 － 用 -６ －  



 

 

【わ行】 

・ワークショップ  

参加者が専門家（進行役） の助言を受けながら ，主体的かつ積極

的に参加し，「双方向性」 や「相互作用」を活 かした学習や創造を

行う場のこと。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 － 用 -７ －  
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